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NEC Express 已 800 シ U ■ズ 
Exp 巧 ss 5800 /120Gd 


八ードウエア編 

本装置の八ードウエアについて説明します。 



各部の名称と機能 （88 ページ） 

本体のを部のを称と機能じついてパーツ単位に説明しています。 

設置と接続 （97 ページ） 

本体の設置にふさわしい場所や背面のコネクタへの接続じついて説明していま 
す。 


基本的な操作 （103 ページ） 

電源の ON や OFF の方法、および CD - ROM のセツト方法などについて説明して 
います。 

内蔵オプションの取り付け （113 ページ） 

別売の内蔵型オプシヨンを取り付けるときにご覧ください。 


ケーブル接続 （1 目2ページ） 

本体内部のケーブル接続例を示します。背面にあるコネクタへのケーブル接続 
については「設置と接続」を参照してください。 

システム BIOS のセットアップ （ SETUP )(1 目6ページ） 

専用のユーティリティを使った BIOS の設を方まについて説明しています。 

リセットとクリア （19 日ページ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリ （ CMOS ) のクリア方法について説明していま 
す。 


割り込みライン （198 ページ） 

割り込み設定について説明しています 

RAID システムのコンフイグレーシヨン （199 ぺージ） 

本装置内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして運用するための 
方法について説明しています。 





88 各部のを称と機能 


各部の名称 I と機能 

本体のを部のを称を次に示します。 


本巧前面 


( 1 ) 

( 2 ) 


(3) 


( 4 ) 


増設ス□、ソト1 増設ス□、ソト2 



フ□ントマスク 

装置前面を保護するカバー（一119ページ)。 

己.2己インチデバイスベイ 

幅が 5.25 インチあるオプションのバックアップ 
テープドライブや M 0 ドライブなどを取りがける 
場所（^143ぺージ)。内蔵 AIT ( IDE ) を取りがけ 
る場合は、一番下のベイに実装してください。そ 
の際に光ディスクドライブは増設ス□ット1に移 
動させてマスタ接続してください。 

光ディスクドライブ 

モデルや購入時のオーダによって、 J ：_ i 下のドライ 
ブが搭載される。 

• DVD - RAM ドライブ 

• DVD Super MULTI ドラィブ 

セットしたディスクのデータの読み出し（または 
書き込み）を巧う（一108ページ)。 

ドライブには、トレーをイジェクトずるための卜 
レーイジェクトボタン、ディスクへのアクセス状 
態を表示するアクセスランプ（アクセス中は点 
灯）、トレーを強制的にイジェクトさせるための 
強制イジェクトホールが装備されている。 

POWER / SLEEP スイッチ 

本体の電源を ON / OFF ずるスイッチ。一度押すと 
緑色に点灯し、 ON の状態になる。もう一度押す 
と OFF の状態になる（一103ぺージ)。 

0 S の設定により省電力（スリープ）の切り替え 
をずる機能を持たせることもできる。設定後、一 
度押すと、緑色に点滅し、省電カモードになる。 
もう一度押すと、通常の状態になる（搭載されて 
いるオプションボードによっては、機能しないも 
のもある）。 


(己） RESET スイッチ 

(6) DUMP ( NMI ) スイッチ 

(7) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する。 

(8) スタビライザ 

装置を安定させるための足。装置を寝かせる場合 
は閉じることができる（^116ぺージ）。 

(9) 八ードディスクドライブベイ 

八ードディスクドライブを取リ付ける場所 
121ページ）。 

(10) 3.已インチ FD ドライブベイ 

オプションの内蔵 USB FD ドライブ（オプション) 
を実装ずる場所。 
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本付:背面 


巧） （4) (1) 



(1) 電源コネクタ 

添付の電源コードを接続ずる（^99ぺージ)。 

(2) 固定ネジに個） 

左側のサイドカバーを取り外ずときに外ずネジ 
(一116ページ)。 

(3) 讀体□ック 

盗難防止用器具を取り付けることで装置内部の部 
品の盗難を防止することができる。 



(4) マウスコネクタ 

添がのマウスを接続ずる（^99ぺージ)。 

(己）キーボードコネクタ 

添付のキーボードを接続する（^99ぺージ)。 

(目）シリアルポートコネクタ 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する 
(^99ぺージ)。なお、本体標準のシリアルポート 
は専用線接続は不可でず。 


(7) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置と接続ずる（^99ぺージ)。 

(8) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの転送速度を示すランプ（一96ペー 
ジ)。 

(9) 100/10ランプ 

マネージメント専用 LAN ポートの転送速度を示す 
ランプ（一96ページ)。 

(10) UNK/ACT ランプ 

LAN ポートのアクセス状態を示すランプト96 
ページ)。 

( 11 ) LAN コネクタ（末尾の数字はポート番号を 
示す） 

LAN 上のネットワークシステムと接続ずる 
1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T 対応の 
コネクタ（一99ページ)。 

(12) USB コネクタ 

USB インタフェースを持つ装置と接続する 
99ページ)。 

対応するソフトウェア（ドライバ）が必要です。 

(13) マネージ メント専用 LAN ポート 

1 00 BASE - TX /10 BASE - T と接続するコネクタ 
(一99ページ)。 















































































































90 各部のを称と機能 


本巧巧部 


ダクト カバー 




<ダクトカバーを取りかした状態> 


(3)-2 


(3)-1 

















































































































































































































































































ノ、ー ドクェア編 


電源ユニット 
マザーボード 
冷却フアン 

(3)-1 フ□ント 
(3)-2 VR 
口)-3リア 

メモリ （ DIMM ) 
CPU ヒートシンク 

(5)-1 基本 CPU (1) 
(5)-2 増設 CPU に） 


(6) 光ディスクドライブ 

• DVD - RAM ドライブ 

• DVD Super MULTI ドライブ 

(7) 己.2己インチデバイスベイ（下のス□ット 
に光ディスクドライブを標準装備） 

(8) 八ードディスクドライブベイ 

(9) PCI ガイドレール 

(10) 3.已インチ FD ドライブベイ（オプション) 


12 3 
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マザーポー 


(5)-2 (5)-1 



( 1)-1 


( 1)-2 


に） 

(4) 

( 12 ) 

( 6 ) 

( 8 ) 

(9) 

(己)-4 


(1) プ□セッサソケット 

(1)-1 基本 CPU (1) ソケット 
(1)-2 増設 CPU (2) ソケット 

(2) 電源コネクタ 

(3) DIMM ソケット （ DIMM 番号は下か 5 A -1、 
A -2、 A -3、 B -1、 B -2、 B -3) 

(4) CMOS コンフイ グレーシヨ ンジヤンパ 
(己 ） SYS FAN 

(己)-1 SYS FAN 1 

(5)-2 SYS FAN 2 
(5)-3 SYS FAN 3 
(5)-4 SYS FAN 4 

(6) SASSW RAID 切り替えジャンパ（設定に 
ついては122ぺージ参照。） 

(7) SGPIO コネクタ 

(8) USB ポート用コネクタ（フ□ント USB 
ポー ト用） 

(9) USB デバイス用コネクタ（内蔵デバイス 
用） 

(10) IDE コネクタ 


(11) SATA コネクタ 

(12) リチウムバツテリ 

(13) スイツチ/ LED ケーブル用コネクタ 

(14) シリアルポート B コネクタ（オプション用） 
(1 己） IPMB コネクタ 

(16) SGPIO コネクタ 

(17) グ□—バル！ _ ED コネクタ 

(18) PCI ボードス□ツト（ポート番号は上か5 
1、2、3、4、己） 

(18)-1 PCIex 4( ただしコネクタは x 8) 

(18)- 2 64- bit /133 MHz PCI-X 
(18)-3 PCIexS 

(18)-4 PCIex 1(ただしコネクタは x 8) 

(18)- 5 32- bit /33 MHz/PCI 

が部接続コネクタ 
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ランプ表示 


本体のランプの表示とその意□ホは次のとおりです。 



本体前面 



本体前面 
























































































































94 各部のを称と機能 


POWER/SLEEP ランプけ） 

本体の電源が ON の間、緑色に点なします。またシステムが省電カモードに切り替わるとラン 
プが緑色に点滅します。省電カモードは本体の POWER / SLEEP スイッチを押すと起動します。 
また、 0 S によっては一を時間じ(上、操作しないと自動的に省電カモードに切り替わるよう設 
をしたり、 0 S のコマンドによって省電カモードに切り替えたりすることもできます（オプシヨ 
ンボードによっては機能しないものもあります)。 POWER / SLEEP スイ、ソチを押すと元に戻り 
ます。 


STATUS ランプ (A) 

八ードウエアが正常に動作している間は STATUS ランプは緑色に点なします （ STATUS ラン 
プは背面にもあります）。 STATUS ランプが消なしているときや、アンバー色に点な/点滅し 
ているときは八ードウエアになんらかの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意□末、対処方まを示します。 


W "0 • ESMPRO をインス!ルしておくとエラー□グを参照ずることで故障 

■to の原因を確認することびできます。 

• いったん電源を OFF にして再起動ずるときに、 0 S か5シャットダウン 
処理びできる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びできない場合はリセット、強制電源 OFF をするか 
(19 日ページ参照)、一度電源コードを巧き差しして再起動させてくださ 
し、。 


STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

緑色に点の 

正常(こ動作しています。 

- 

緑色に点滅 

メモリか CPU のいずれかが縮退した 
状態で動作しています。 

目 IOS セットアップユーテイリテイ 
に ETUP 」 を使って縮退しているデ 
バイスを確認後、早急(こ交換するこ 
とをお勧めします。 

メモリ修復巧能エラーがを発してい 
ます。 

消の 

電源が OFF (こなつている。 

— 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しば6<すると緑色に点灯 
します。 

CPU 内部エラーが発生した。 （ ERR ) 

いったん電源を OFR こして、電源を 
ON にし直してください。 POST の画 
面で何6かのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記録 
して保守サービス会社(こ連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常をお化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
が発生した。 

CPU バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

巧処方法 

アンバー色(こ点灯 

温度異常をお化した。 

内部のファン(こホコリやチリがが着 
していないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実に 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ 6 ない場合は、 
保守サービス会社(こ連絡して < ださ 
い。 


電圧異常をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 


すべての電源ユニットが故障した。 

い。 

アンバー色に点滅 

ファンアラームを横化した。 

ファンユニットが確実(こ接続されて 
いるか確認してください。それでも 
表示がかわ 6 ない場合は、保守サー 
ビス会社(こ連絡してください。 


温度警告をお化した。 

内部ファン(こホコリやチリが付着し 
ていないかどうか確認してくださ 
し、また、ファンユニットが確実(こ 
接続されていることを確認してくだ 
さし、 

それでも表示が変わ 6 ない場合は、 
保守サービス会社に連絡して<ださ 
い。 


電圧警告をお化した。 

保守サービス会社に連絡して<ださ 


いずれかの八ードディスクドライブ 
の故障をお化した。*^ 

い。 


N 8 154-09 を実装していない場合は八ードディスクの故障は S ね tus LED からは検出できません。 


DISK アクセスランプ （ i ) 

D に K アクセスランプは本体内部の八ードディスクドライブにアクセスしているときに緑色に 
点灯します。光ディスクドライブのアクセスランプは、セツトされている媒体にアクセスして 
いるときに点なします。 

D に K アクセスランプがアンバー色に点なしている場合は、八ードディスクドライブに障害が 
起きたことを示します。故障した八ードディスクドライブの状態はそれぞれの八ードディスク 
ドライブにあるランプで確認できます。 


LAN アクセスランプり）（品0、 （2) (品0 


送受信中に緑色に点滅します。 
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UNK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されてい 
て、かつ正常に接続されている間、点なします （LINK) 。ネットワークポートが送受信を行っ 
ているときに点滅します （ACT)。 

LINK 状態なのじランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの接続 
状態を確認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク (LAN ) コント 
□ーラが故障している場合があります。お買い求めの販売店、または保守サービス会せに連絡 
してください。 


1000/100/10ランプ 


標準装備の LAN ポートは、1000 BASE-T (1 Gbps) ch 100BASE-TX (100Mbps). 10BASE- 
T (10Mbps) をサポートしています。 


このランプは、ネットワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作さ 
れているかを示します。瞪色に点なしているときは、1000 BASE-T で動作していることを、緑 
色に点なしているときは100 BASE-TX で動作していることを示します。消なしているときは、 
1 0BASE-T で動作していることを示します。 


100/10ランプ 

マネージメント用 LAN ポートは、 100BASE-TX (100Mbps )、10 BASE-T (10Mbps ) をサ 
ポートしています。 

このランプは、ネ、ソトワークポートの通信モードがどのネットワークインタフエースで動作さ 
れているかを示します。緑色に点なしているときは 100BASE-TX で動作していることを示し 
ます。消なしているときは、 10BASE-T で動作していることを示します。 
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設置と接続 

本体の設置と接続じついて説明します。 



A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 

などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 

Q 

明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指定 m がの場所に設置-保管しない 


本体の設置じふさわしい場所は次のとおりです。 

本体をしっかりと持ち、ゆっくりと静かに設置場所に置いてください。 
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次に示す条件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所に本体を設 
置すると、誤動作の原因となります。 




本装置の電源コードを他の接地 
線（特に大電力を消費ずる装置 
など）と共用しているコンセン 
卜に接続しなければならない場 
所。 



強い磁界を発生させるもの（テ 
レビ、ラジオ、放送/通信用アン 
テナ、送電線、電磁クレーンな 
ど）のお<。 


電源ノイズ（商用電源をリレー 
などで ON / OFF する場合の接点 
スパークなど）を発生ずる装置 
のおくには設置しないでくださ 
い。（電源ノイズを発生ずる装置 
のお< に設置するときは電源配 
線の分離やノイズフィルタの取 
り付けなどを保守サービス会社 
に連絡して巧ってください。） 
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本体と周辺装置を接続します。本体の背面には、さまざまな周辺装置と接続できるコネクタが 
用意されています。次の図は標準の状態で接続できる周辺機器とそのコネクタの位置を示しま 
す。周辺装置を接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセントにつ 
なげます。 



A 


警告 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のを意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


参 

指定似がのコンセントに差し込まない 

A \ A \ 

参 

参 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

参 

指定 m がの電源コードを使わない 


参 

電源コードを接続したままインタフェースケーブルの取り付けや取り外しをし 
ない 


• 

指定似がのインタフェースケーブルを使用しない 













100 設置と接続 


インタフエースケーブル 

インタフェースケーブルを接続してから電源コードを接続します。 


wO 参本体、および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し ON のが態のまま接続すると誤動作や故障の原因となりまず。 

• サードパーティの周辺機器およびインタフ王ースケーブルを接続する場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置を使用でさることをあ5かじ 
め確認してください。サードパーティの装置の中には使用でをないもの 
ちありまず。 

• 必要に応じてケーブルストッパを取り付けてケーブルを固定してくださ 
し、。キーボード/マウスや PCI ス□ットに増設したボードに接続した 
ケーブル （ LAN ケーブルなど）の着脱を防止するため効果びありまず 
(ケーブルストッパは本体内部で固定されていまず)。 

• 添付のキーボード、マウスはコネクタ部分の 「 A 」 マークをちに向けて 
差し込んでください。 

• 回線に接続する場合は、認定機関に申請済みのボードを使用してくださ 
い。 

• 本体標準のシリアルポートは専用線接続は不可です。 

• ここで説明していないコネクタは未使用コネクタです。何も接続しない 
で < ださい。 
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管理用ポート 
■ 100 BASE - TX / 
I 10 BASE-T 




八ブ/スイッチング 
八ブなど 


<本体目由]-> 



キーボード 

- 


回〇|] 


シリアルインタ 
フェースを持つ装置 
(モデムなど） 


-回」 


ディスプレイ装置 



US 目インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 




最後に添付の電源コード 
をコンセントに接続ずる 



■■ ハブ/スィッチ 

管理用ポート ング八ブなど 


1000 BASE - T / 
100 BASE - TX / 
10 BASE-T 


<本体前面> 


^ 


画凝疆 








。静 ^ P ^ 


驚黎^ B 奏^ 


邑~ - 


USB インタフェースを 
持つ装置（ターミナル 
アダプタなど） 






























































































































102 設置と接続 


電源コード 

添付の電源コードを接続します。（図は、非冗長電源タイプの場合です。) 





• 本体の電源コードを無停電電源装置 （ UPS ) に接続する場合は、 UPS の 
背面にある出カコンセントに接続します。 

詳しくは UPS に添付の説明書をご覧ください。 

• 本体の電源コードを接続した UPS によって、 UPS からの電源供給と本体 
の ON / OFF を連動 （ リンク）させるために BIOS の設を変更が必要となる場 
合があります。 

BIOS セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC 丄 INK 」 を還が 
し、適切なパラメータ値に変更してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作の方法について説明します。 


電源の ON 


本体の電源は前面じある POWER/SLEEP スイッチを押すと ON の状態になります。 
次の順唐で電源を ON にします。 


W -0 電源を OFF にした後、再度電源を ON にする時には、10秒ほど経ってか5電源 
を ON にしてください。 


1. フ□ツピーディスクドライブにフ□ツピーディスクをセツトしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を日 N にする。 


4/^ 無停電電源装置 ( UPS ) などの電源制御装置に電源コードを接続している場合 
巨!^ は、電源制御装置の電源が ON になっていることを確認してください。 


3. 本体前面にある POWER/SLEEP 
スイッチを押す。 

本体前面および背面の POWER/ 
SLEEP ランプが緑色に点灯し、し 
ばらくするとディスプレイ装置の 
画面には 「NEC」 □ゴが表示され 
ます。 


「NEC」 □ゴを表示している闇、自 
己診断プ□グラム ( POST ) を実 
行して八ードウェアの診断をしま 
す。詳しくはこの後の 「POST の 
チェック」をご覧ください。 POST 
を完了すると OS が起動します。 □ 
グオン画面でユーザーをとパス 
ワードを入力すれば使用できる状 
態になります。 



POST 中(こ異常が見つかると POST を中断し、エラーメッセージを表示します。 
巨!^ 258ページを参照してください。 
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POST (Power On Self - Test ) は、マザーボード内に記録されている自己診断機能です。 
POST は本体の電源を ON にすると自動的に実行され、マザーボード、 ECC メモリモジュール、 
CPU モジュール、羊ーボード、マウスなどをチェックします。また、 POST の実行中に各種の 
BIOS セツトアップユーティリティの起動メッセージなども表示します。 


化荷時の設をでは POST を実行している間、ディスプレイ装 
置には 「 NEC 」 □ゴが表示されます。 （< Es に羊一を押すと、 
POST の実行内容が表示されます。） 




POST の実行内容は常に確認する必要はありません。次の場合に POST 中に表示されるメッ 
セージを確認してください。 

• 導入時 

• 「故障かな？」と思ったとき 

• 電源 ON から 0 S の起動の間に何度もビープ音がしたとき 

• ディスプレイ装置になんらかのエラーメッセージが表示されたとき 


POST の流れ 

次に POST で実行される内容を順を追って説明します。 





• POST の実行中に電源を OFF にしないでください。 

• POST の実行中は、不用意なキー入力やマウスの操作をしないようにし 
て < ださい。 

• システムの構成によっては、ディスプレイの画面に 「Press Any Key 」 
とキー入力を要求するメッセージを表示ずる場合もあります。これは取 
り付けたオプションのボードの BIOS び要求しているためのものです。 

オプションの マニ ュアルにある説明を確認してか5何かキーを押してく 
ださい。 

• オプションの PCI ボードの取り付け/取りがしをしてか5電源を ON にす 
ると、 POST の実行中に取り付けたボードの構成に誤りびあることを示 
すメッセージを表示して POST をいったん停止することびありまず。 

この場 S まく Fl > キーを巧して POST を継続させてください。ボードの構 
成についての変更/設定は、この後に説明するユーテイリテイを使って設 
定できます。 


1. 電源 ON 後、 P 日 ST が起動し、メモリチェックを始めます。ディスプレイ装置の画 
面左上に基本メモリと拡張メモリのサイズをカウントしているメッセージが表示さ 
れます。本体に搭載されているメモリの量によっては、メモリチェックが完了する 
までに数分かかる場合もあります。同様に再起動（リブート）した場をなど、画面 
に表示をするのに約1分程の時間がかかる場合があります。 

2. メモリチェックを終了すると、いくつかのメッセージが表示されます。これらは搭 
載している CPU や接続しているキーボード、マウスなどを検出したことを知らせ 
るメッセージです。 
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3. しばらくすると、マヴーボードにある BI 日 S セットアップユーティリティ 
「SETUP」 の起動を促すメッセージび画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP or Press < F 12> to boot 
from Network 

使用する環境にあった設をに変更するときに起動してください。エラーメッセージ 
を伴った上記のメッセージが表示された場合を除き、通常では特に起動して設をを 
変更する必要はありません（そのまま何も入力せずにいると数秒後に POST を自動 
的に続けます)。 

SETUP を起動するときは、メッセージが表示されている闇に < F 2> 羊一を押します。 
設を方まやパラメータの機能については、166ページを参照してください。 

SETUP を終了すると、自動的じもう一度はじめから POST を実行します。 


4. オンボードの RAID コント□-ラ （LSI Embedded Me 呂 aRAID) をジャンパにて 
有効にしている場合は、次のメッセージが表示されます。ジャンパの設定は19目 
ページを参照してください。 

Press <Ct r L> <M> to Run LSI Software RAID Configuration 
Utility. 

ここで < Ct 「 l > 羊一と < M > 羊一を押すと八ードディスクドライブで RAID システムを 
構築するためのユーティリティが起動します。 


己.続いて本体にオプシヨンボードなどの専用の BI 日 S を持ったコント□ーラを搭載し 
ている場合は、目 I0S セットアップユーティリティの起動を促すメッセージが表示 
されます（そのまま何も入力せずにいると数秒後に P 日 ST を自動的に続けます）。 

く例： SCSI 巨 I 0 S セットアップユーティリティの場合> 

Press く CtrL > く A > for SASSeLect ( TM ) UtiLity ! 

ここで <(：が>丰一と < A > 丰一を押すとユーティリティが起動しまず。を機器の設定値 
やユーティリティの詳細じついてはボードに添付の説明書を参照してください。 

6. オプシヨンボードに接続している機器の情報などを画面に表示します。 

7. 目 I0S セットアップユーティリティ 「SETUP」 でパスワードの設定をすると、 

P 日 ST が正常に終了した後に、パスワードを入力する画面が表示されます。 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも入力を誤るとシステムを起動でき 
なくなります。この場合は、本体の電源を OFF にしてから、約10秒ほど時闇をあけ 
て ON にしてください。 


0 S をインス I ルするまではパスワードを設定しないでください。 


8. P 日 ST を終了すると日 S を起動します。 
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POST のエラーメッセージ 


POST 中にエラーを橫化するとディスプレイ装置の画面にエラーメッセージを表示します。ま 
た、エラーの内容じよってはビープ音でエラーが起きたことを通知します。エラーメッセージ 
とエラーを通知するビープ音のパターンの一覧や原因、その対処方法については、「運用•保 
守編」を参照して<ださい。 


wO 保守サービス会社に連絡するときはディスプレイの表示をメモしておいてく 
ださい。アラーム表示は保守を行うときに有用な情報となりまず。 
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電源の OFF 


次の順唐で電源を OFF じします。本体の電源コードを UPS に接続している場合は、 UPS に添付 
の説明書を参照するか、 UPS を制御しているアプリケーションの説明書を参照してください。 


1. 日 S のシャツトダウンをする。 

2. P 日 WER / SLEEP ランプが消'打したことを確認する。 

3. 周辺機器の電源を日 FF にする。 




Windows Server のスタンバイ機能は使用できません。 Windows のシャツトダウ 
ンにてスタンバイを還択しないでください。 


省電カモードの起動 


ACPI モードに対応した 0 S を使用している場合、電力をほとんど使用しない状態(スタンバイ 
状態)にすることができます。 

0 S のシャツトダウンメニューからスタンバイを選択するか、 POWER / SLEEP スイ、ソチの設定 
を電源オフからスタンバイに変更した場合は POWER / SLEEP スイ、ソチを押すとスタンバイ状 
態になります ( POWER / SLEEP ランプが点滅します)。 

スタンバイ状態になってもメモリの内容やそれまでの作業の状態は保持されています。 
POWER / SLEEP スイッチをもう一度押すとスタンバイ状態は解除されます。 





省電カモードへの移行、または省電カモードからの復帰方法については、 
Windows Server 2003の設をによって異なります。また、省電カモード中の動 
作 レベルは、 Windows Server 2003の設定:に化存します。 


省電カモードへの移行、または省電カモード中にシステムを変更しないでくだ 
さし、省電カモードか5復帰する際に元のが態に復帰できない場合びありま 
ず。 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。本装置に標準で装備されている光ディスクドライ 
ブには下のタイプがあります。 

• DVD - RAM ドラィブ 

多様な光ディスクの読み取り、 DVD - RAM ディスクへの書き込みを行うための装置です。 

• DVD Super MULTI ドライブ 

多様な光ディスクの読み取り、書き込みを行うための装置です。 

目 TO (工場組み込み化荷）オプションとなります。 

DVD Super MULTI ドライブのソフトウェア上の操作（例えば CD - R への書き込みなど）じつ 
いては、添付されているライティングソフトウエア CD - ROM 内の説明書を参照してください。 


A ミ主意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
A /<^ などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ似降の説 
V 明をご覧ください。 

• 光ディスクドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上のミち意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これらのを意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が破壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つてください。 


使用するディスクについて 

• 別売品 

光ディスクドライブ用に次の別売品を用意しています。お買い求めの際は販売店に品を 
と型番をお申しがけください。 


く CD-R ディスクについて> 


品名 

型番 

CD-R 

1 枚 

EF -8181 

CD-R (POT 入り） 

己 0 枚 

EF -8181 B 
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• 推奨品 

DVD Super MULTI ディスクドライブ用に次のディスクの使用を推奨しております。 

く CD - R ディスクについて> 

CD - R ディスクは、太陽誘電製を推奨します。 

く CD - RW ディスクについて> 

CD - RW ディスクは、リコー製または三菱化学製を推奨します。 

く DVD - RAM ディスクについて> 

DVD - RAM ディスクは、松下電器産業製または日立マクセル製を推奨します。 

く DVD - R ディスクについて> 

DVD - R ディスクは、松下電器産業製または太陽誘電製を推奨します。 

く DVD - RW ディスクについて> 

DVD - RW ディスクは、兰菱化学製または日本ビクター製を推奨します。 

く DVD + R ディスクについて> 

DVD + R ディスクは、兰菱化学製またはリコー製を推奨します。 

く DVD + RW ディスクについて> 

DVD + RW ディスクは、三菱化学製を推奨します。 

< DVD - RAM ディスクについて> 

DVD - RAM ディスクは、松下電器産業製または日立マクセル製を推奨します。 


< DVD±RDL (2 層）ディスクについて> 


DVD + RDL ディスクは、三菱化学製を推奨します。 


ライティングソフトウェアをインス I ルする前に 

• 対象 0 S は 「Windows Server 2003 R 2, Standard Edition (日本語版)」のみとなります。 
また、ライティングソフトウェアの添付、ソール 「 FOLiO 」、「 HighMAT 」 は、サポートし 
ていません。 

• 添付のライティングソフトウェアに関するお問い合わせはライティングソフトメーカへ 
お願いします。お問い合わせ窓□などの詳細はライティングソフトウェア CD - ROM 内の 
説明書を参照してください。 

• 1つのシステム環境下に複数の ASPI マネージャが混在するとアプリケーションの動作が 
不安をじなります。ライティングソフトウェアをインストールされる前に他の ASPI マ 
ネージャがインストールされていないことを確認の上、使用してください。 

DVD Super MULTI ド、ラィブで DVD - R / RW 、 DVD + R / RW 、 CD - R / RW に書き込みを行う 
場合に、添がのライティングソフトウェアのインス I -ールが必要となります。 
ライティングソフトウェアのインストールを行う前に CD - ROM に含まれるド羊ュメント 
( doc / manual ) を読んでください。 CD - ROM に含まれるド羊ュメントは pdf ファイルで 
す 。 Acrobat Reader をインストールしてください。 
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ディスクに書き込みをする前に 

• 本装置を使用して、著作者の許可なしじ、音楽 CD およびアプリケーションを複製する 
ことは個人的に利用するなどの場合を除き、法律により禁じられています。 

• DVD - R 、 DVD + R 、 CD - R は書き込みエラーを起こすとディスクの一部または全体が扱え 
なくなることがあります。書き込みエラーによるディスクの損失を防ぐため、じ(下につ 
いてを意してください。 

- アプリケーションソフトなどメモリを大量に消費するおそれのあるプ□グラムを終 
了する。 

- スクリーンセーパを停止する。 

- ウィルスチェッカーやシステムエージェンシなどディスクチェックを行うプ□グラ 
ムを終了する。 

- スケジューラや時計など書き込み中に起動するおそれのあるものは、起動しないよ 
うにする。 

- パワーマネージメント設をにおける省電力設をを解除する。 

- 書き込み中にアプリケーシヨンを起動しない。 


書き込み エラーについて 

光ディスクドライブを使用してディスクにデータを書き込まれる場合にドライブの特性上、使 
用する環境やディスクの特性などにより書き込みエラーが発生する場合があります。 
光ディスクドライブによるデータの破損、ディスクの損失につきましては弊社は一切の責任を 
負いかねますのであらかじめご了承ください。 

なお、重要なデータについては万一に備えて他のバックアップ装置との併用をお勤めします。 


ファームウェアのバージョンアップについて 

本装置のファームウェアのバージョンアップについて弊社ホームページじてご案内する場合 
があります。 

[NEC 8番街]: http :// nec 8. com / 

弊社より案内のないファームウェアへのバージョンアップは行わないでください。その場合、 
該当装置は弊社の保証期間内であっても保証対象外となりますのでを意して<ださい。 
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ディスクのセット/取り出し 

1 . 本体の電源が日 N (P 日 WER/SLEEP ランプ点丹）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが化てきます。 

3. ディスクの文字が印刷されている面を上に向けてトレーの上に静かに確実に置く。 

4. トレーイジェクトボタンを押すか、トレーの前面を軽く押す。 

トレーは自動的にドライブ内にセットされます。 

W-0 ディスクのセット後、ドライブの駆動音び大きく聞こえるときは、再度ディス 
■to クをセツトし直してください。 


ディスクの取り化しは、ディスクをセツトするときと同じようにトレーイジェクトボタンを押 
してトレーをイジェクトし、トレーから取り化します（アクセスランプが点なしているとき 
は、ディスクにアクセスしていることを示します。この間、トレーイジェクトボタンは機能し 
ません）。 

0 S じよっては 0 S からトレーをイジェクトすることもできます。 

ディスクを取り化したらトレーを元に戻してください。 


ディスクび取り出せない場合の手順 

トレーイジェクトボタンを押してもディスクを取り化せない場合は、次の手順に従って取り化 
します。 

1 . P 日 WER/SLEEP スイッチを押して本体の電源を日 FF (P 日 WER/SLEEP ランプ消 
'打）にする。 

2. 直径約 1.2mm、 長さ約1日日 mm 
の金属製のピン（太めのゼムク 
リップを引き伸ばして代用でさ 
る）を光ディスクドライブのフロ 
ントパネルにある強制イジェクト 
ホールに差し込んで、トレーが出 
てくるまでゆっくりと押す。 

強制イジェクト ホールの 位置はド 
ライブのタイプによって異なる場 
合があります。 


3. トレーを持って引さ出す。 

4. ディスクを取り出す。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやすいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってもディスクび取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 



強制イジエクト ホール 
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日.トレーを押して元に戻す。 


ディスクの取り扱い 

セットするディスクは次の点じを意して取り扱ってください。 

• 本装置は、 DVD / CD 規格に準拠しない「〕ピーガード付き DVD / CD 」 などのディスクに 
つきましては、 DVD / CD 再生機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクを落とさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、曲げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを貼らないでください。 

• 信号面（文字などが巧刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接ディスクじ書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高くなる場所には置かないでくださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいて<ださい。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りくださし >。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 



A ミ主意 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ま意 


AQ 


内蔵才つシヨンの取り付け 


本体に取り付けられるオプションの取り付け方法およびを意事項について記載しています。 


B1 


• オプションの取り付け/取りがしはユーザー個人でも行えますが、この 
場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響に ついては その 
責任を負いかねますのでご了承ください。本装置に ついて 詳しく、専門 
的な知識を持った保守ヴービス会社の保守員に取り付け/取りがしを行 
わせるようお勧めしまず。 

• オプションおよびケーブルは薛社び指定ずる部品を使用してください。 
指定 m がの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となります 

• ハードウエア構成を変更した場合も、必ず EXPRESSBUILDER を使っ 
てシステムをアップデートしてください （62 ページを参照）。 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必ず守ってくださ 
い。 



警告 


安ま上の注意 


八 盛®® 
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静電気巧策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構ぶされています。取り付け • 取り外しの際は静電 
気による製品の故障に十分を意してください。 

• リストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けてください。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電します。 

また、作業中はを期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにしてください。 

• 作業場所の確認 

- 静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を行います。 

- カーぺットなど静電気の発生しやすい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行ってください。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を行って<ださい。 

• 着巧 

- ウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

- 静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属（指輪や腕輪、時計など）を外して<ださい。 

• 部品の取り扱い 

- 取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 

- を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

- 部品を保管-運搬する場合は、静電気防止用の袋などに入れて<ださい。 
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巧り付け/取りかしの準備 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しの準備をします。 


1. 日 S からシャツトダウン処理をす 
るか P 日 WER / SLEEP スイッチを 
押して本体の電源を日 FF 
( POWER / SLEEP ランプ消灯） 
にする。 



2. 本体の電源コードをコンセントお 
よび本体の電源コネクタから抜 
く。 



3 . 


本体背面に接続しているケーブルをすべて取り外す。 
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取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従って部品の取り付け/取り外しをします。 

レフトサイド カバー 

本体にオプションを取り付ける（または取り外す）ときはレフトサイドカバーを取り外します。 

取り外し 

次の手順に従ってレフトサイドカバーを取り外します。 


2 . 


3 . 


4 . 


「取り付け/取り外しの準備」を参照して取り外しの準備をする。 


置体□ックに錠をしている場合 
は、錠を取り外す。 




本体の底面についているスタビラ 
イザ （4 個）を内側に巧りたた 
む。 


ち側のカノ く一が底面を向くよラに 
して本体を横置さにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 
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取り付け 


サイドカバーは「取り外し」と逆の手順で取りがけることができます。 

サイドカバーの上下にあるフックが本体のフレームにある穴に確実に差し込まれていること 
を磕認してください。また、本体前面にスライドしてカバーを取り付けるときにも、サイドカ 
バー前面側じあるフックが本体のフレームに引っ掛かっていることを確認してください。フ 
レームに引っ掛かっていないとカバーを確実に取り付けることができません。 


本体上面側の 
フック 


崖体□ックのプレート 



本体前面側のフック 


フックの差し込み穴 



プレート 



レフトサイドカバーの裏側 


本体の フレーム 


最後に取り外しの際に外したネジ （2 本）でレフトサイドカバーを取りがけます。 



ネジ 
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フ□ントマスク 

八ードディスクドライブや 5.25 インチデバイスを取り付ける（または取り外す）ときはフ〇 
ントマスクを取り外します。 


取り外し 

次の手順に従ってフ□ントマスクを取り外します。 
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取り付け 

フ□ントマスクは「取り外し」の逆の手順で取り付けることができます。 



2. フ□ントマスクを閉じる。 
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3-5 インチ八ードディスクドライブ 

本体の内部には、八ードディスクドライブを最大4台取り付けることができます。 


w "0 轉社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでください。ヴー 
ドパーティの八ードディスクドライブを取り付けると八ードディスクドライ 
ブだけでなく本体び故障するおそれびあります。また、これ5の製品び原因と 
なった故障や破損についての修理は保証期間中でも有料となります。 


八ードディスクドライブベイ 
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LSI Embedded MegaRAID の設定方法 

マザーボード上にある RAID コンフィグレーションジャンパの設をを変更すると、内蔵八ード 
ディスクドライブを RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させることができま 
す。ジャンパの位置と設をは下図のとおりです。 



ジャンパの設定を変更したら 、 BIOS SETUP ユーティリティで内蔵ハードディスクドライブ 
を RAID システムの八ードディスクドライブとして認識させます。 

「 Advanced 」 メニューの一 「Peripheral Configuration 」 一 「SATA Controller Mode Option 」 
を rEnhancedJ に設定:し 、 fAdvancedJ メニューの一 「Peripheral Configuration 」 一 「SATA 
RAID 」 を 「 Enabled 」 に設定:してください她荷時の設定:では ！ "SATA Controller Mode Option 」 
は忙 nhanced 」 に 、 「SATA RAID 」 は Enabled 」 に設定:されています）。 

詳しくは「システム目 IOS のセットアップ （ SETUP )」（166 ページ）を参照してください。 


設定を変更したら 、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID システムを構築します。 
詳しくは、 「 RAID システムのコンフィグレーション」 （199 ページ）を参照してください。 



添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD が提供する「シームレスセットアップ」を 
使うと自動で RAID システムを構築します。また、インストールするオペレー 
ティ ングシステムが Windows オペ レーティングシステムの場合は、オペレー 
ティ ングシステムのインス 卜ールまで切れ目なく自動で行うことができます。 
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取り付け 

次の手順に従って 3.5 インチ八ードディスクドライブを取り付けます。 


1. 取り付け前に八ードディスクドライブに添付の説明書を参照して八ードディスクド 
ライブの設定をする。 


増設台数 

取り付けるベイの位置 

1台目 

最下段 

2台目 

下から2段目 

3台目 

下から3段目 

4台目 

最上段 


マザーボード 



SATA コネクタ 


2. 11日ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 11目ページと119ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フ□ントマ 
スクを開<。 

4. A- ドディスクドライブをすでに搭載している場合は、 A- ドディスクドライブに 
接続しているインタフェースケーブルと電源ケーブルを外す。 



123 
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6. トレイの横を押して引き出す。 


7. A- ドディスクドライブを平らな 
場所に置き、ドライブキャリアを 
かぶせるよラに乗せる。 


8. ネジ穴ををわせてネジ（左ち2本 
ずつ）で八ードディスクドライブ 
をドライブキヤリアに固定する。 



W -0 八ードディスクドライブを固定するネジは、ドライブキャリア添付のネジを使 
用してください。必要 m 上に長さのあるネジを使用すると八ードディスクドラ 
イブを破損するおそれびあります。 


9. つまみを持って、ドライブキヤリ 
アを装置に取り付けネジ2本で固 
定する。 
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10. ケーブルを接続する。 


詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 


^ 電源ケーブルにキャップがされていた場合は取り外してください（取り外した 
医^巧 キャップは大切に保管してください）。また、使用しない電源コネクタには 
キャップをし、リピートタイで束ねてください。 



11. 本体を組み立てる。 

12. 巨 I0S セットアップユーティリティを起動して、目 I0S から八ードディスクドライ 
ブが正しく認識されていることを確認する （1 目6ページ)。 
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取り外し 

八ードデイスクドライブは次の手順で取り外すことができます。 


j \- ドディスクドライブ内のデータについて 

取りがした八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報や企業の経理情報など）び第兰者へ漏洩することのないよ 
うにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる」操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますび、実 
際のデータは八ードディスクドライブに書き込まれたままの状態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用途に転用されるおそれびあります。 

このようなトラブルを回避ずるために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分することを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 


1 . 11日ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 11目ページと119ページを参照してレフトサイドカバーを取り外し、フ□ントマ 
スクを開<。 

3. 「取り付け」の手順日〜目を参照してドライブキャリアを取り出す。 

4. 「取り付け」の手順8を参照して八ードディスクドライブを取り出す。 

己.本体を組み立てる。 


N 81曰 0- g 04 A / g 0 曰 A / g 06 A / g 07 A / g 08 A / g 09 A 増設ハードディスクドラ 
イブ ( SATA 2) 搭載時について 

• N 8150 -204 A / 205 A / 206 A / 207 A / 208 A / 209 A 増設ハードディスクドライブ ( SATA 2) 
を実装した場合、崖体表示のス□ット番号と Windows 2003上の「ディスクの管理」に 
て表示される八ードディスクドライブ番号が一致しません。八ードディスクドライブの 
管理ならびに八ードディスクドライブ巧換時には、必ず POST 画面から交換する八ード 
ディスクドライブ番号をご磕認の上、作業を行ってください。 

参 POST 画面を表示させるには、電源 ON 後の 「 NEC 」 の□ゴ画面にてく Es に羊一を押して 
ください。 POST 画面の表示が速い場合は、く Pause > 羊一を押して止めることができま 
す。 


讀体表术ス□ット番5 

Windows での「ディスク管理」で表示されるディスクの番号 

HDD1 台の時 

HDD2 台の時 

HDD3 台の時 

HDD4 台の時 

1 

(Fixed Disk 0) 

デイスク〇 

デイスク日 

ディスク 0 

ディスク〇 

2 

(Fixed Disk 1) 

- 

デイスク 1 

ディスク 2 

ディスク 2 

3 

(Fixed Disk 2) 

_ 

- 

ディスク 1 

ディスク 1 

4 

(Fixed Disk 3) 

_ 

- 

_ 

ディスク 3 


() 内は POST での表示 
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PCI ボード 

本体には、 PCI ボードを取り付けることのできるス□、ソトを5つ用意しています。 



• PCI ボードは静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分など 
に触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。ま 
た、ボードの端子部分を素手で触ったり、ボードを直接机の上に置いた 
りしないでください。静電気に対ずる注意については、114ぺージで説 
明しています。 


• □ングボードは PCI #2〜# 日に搭載できます。また、実装ずる際には、 
マザーボード上の部品に接触しないよう、ま意して実装してください。 



マザーボード 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I -- 覧 





ス□ット 
(バス A) 

ス□ット 
(バス B) 

ス□ット 
(バス C) 

ス□ット 
(バス D) 

ス□ット 
(バス E) 





PCIe#l 

PCI-X#2 

PCIe#3 

PCIe#4 

PCI# 已 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能 

x4 

レーン 

64-bit/ 

1 33MHz 

x8 

レーン 

xl 

レーン 

32-bit/ 

33MHz 

備考 



ス□ットサイズ 

Full-Height 




PCI ボードタイプ#1 

x 8 ソケット 

3.3V 

x 8 ソケット 

x 8 ソケット 

已 V 




搭載可能なボードサイズ 

シヨート 

□ング/ショート 


N 8103 -95 

SCSI コント□-ラ 

(力ード性能： 64 bit /66 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8 103-75 

SCSI コント□-ラ 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8103 -107 

SCSI コント□ーラ 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

N 8103 -75 と混在不可 

N 8103 -90 

ディスクアレイコント□-ラ 
(外が SAS ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 8)) 

- 

- 

〇 

- 

- 

最大1枚まで 
内蔵八ードディスクド 
ライブ接続不可 

N 8103 -116 

RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 0/1) 

〇 

- 

〇 

- 

- 


N 8103 -117 

RAID コント□ーラ 
(128 MB , RAID 0/ 1/5/6) 

〇 

- 

〇 

- 

- 

N 8103 -116/1 17/118 
のいずれか1枚まで 

N 8103 -118 

RAID コント□ーラ 
に 56 MB，RAID 0/ 1/5/6) 

〇 

- 

〇 

- 

- 


N 8103 -119 

RAID アップグレードキット 

〇 

- 

〇 

_ 

- 

N 8103 -11 6に搭載 

N 8103 -94 

増設バッテリ （ SAS ) 

_ 

_ 

〇 

_ 

- 

N 8103 -9 日に搭載 

N 8103-に〇 

増設バッテリ 

〇 

- 

〇 

- 

- 

N 8103 -116/1 17/118 
に搭載 

N 8104-111 

100 BASE - TX 接続ボード 
(力ード性能： 32 bit /33 MHz PCI ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

最大2枚まで 

N 8104-101 

高速回線ボード 

- 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -102 

高速を回線ボード 

- 

〇 

- 

- 

- 


N 8104 -119 

1000 BASE - T 接続ボード 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

PCI バス当たり1枚まで 
( AFT 時は、 PCI バス当た 
り最大2枚まで）ただし、 

N 8104 -120 はシステム当 

N 8104-に〇 

1000 BASE - T 接続ボードに ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

たり最大2枚まで 

N 8104 -11 2との混在不可 

N 8104-に6 

1000己 ASE - T 接続ボード 
(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( xl )) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大1枚まで 
他の増設 N にとの 
Teaming 不可 

N 8104-に1 

1000 BASE - T 接続ボードに ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 

最大2枚まで 

N 8104-に5 

1000 BASE-T 接続ボード (4 ch ) 

(力ード性能 ： PCI EXPRESS ( x 4)) 

〇 

- 

〇 

〇 

- 


N 8104 -1 に 

1000 BASE-SX 接続ボード （2 ch ) 

(力ード性能： 64 bit /133 MHz PCI - X ) 

- 

〇 

- 

- 

〇 

PCI バス当たり最大1枚ま 
で (AFT 時は最大2枚まで） 
N 8104-103/113 との混ち 
不可 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：転送性能（転送帯域）を示す。く例 >1レーンニ ZSGbps 、 4レーンニ1日胤 ps 
ソケット：コネクタサイズを示す。ソケット数 U 下のカードが接続可能。 


<例 > x 4 ソケットー x 1 力ード、 x 4 力ードは搭載可能。 x 8 力ードは搭載不可。 

* 搭載巧能なボードの奥行きサイズはショートサイズの場合173.1 mm まで、□ングサイズの場合 312 mm まで。 
* 各カードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照してください。 

* 製品名のカッコ内に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI カードの動作性能のほうが高い場合は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作しまず。 
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取り付け 


次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続するボードの取り付けを行います。詳細について 
は、ボードに添付の説明書を参照して<ださい。 


1. 取り付け前に、取り付けるボードでスイッチやジャンパの設定が行える場合は、 
ボードに添付の説明書を参照して正しく設定しておく。 

2. 11日ページを参照して取り外しの準備をする。 

3. 11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


4. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 
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6. ボードの部品面を本体底面側に向け、ボードのリアパネルをフレームのバネにしっ 
かりと当ててからボードの接続部分がス□ットに確実に接続するよラしっかりと 
ボードを押し込む。 

□ングボードの場合は、本体前面側にあるガイドレールの溝にボードを合わせてか 
らス□、ソトに接続します。 


PCI ガイドレール 




wO うまくボードを取り付け5れないときは、ボードをいったん取りがしてか5取 
り付け直してください。ボードに過度の力を加えるとボードを破損するおそれ 
びありますのでを意してください。 


7. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

8. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 

9. 本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 


エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

1日. BIOS セットアップユーテイリテイを起動して rAdvancedJ メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 
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取り付け後の設定 

取り付けたボードのタイプによっては、取り付け後にユーティリティ（本体の目 IOS セット 
アップユーティリティやボードに搭載•添がされているセットアップユーティリティ）を使っ 
て本体の設をを変更しなければならない場合があります。 

ボードに添付の説明書に記載されている内容に従って正しく設をしてください。 

なお、本装置では電源 ON 後に PCI バス番号のルさい順にス羊ャンをします。ボードに搭載さ 
れたオプション ROM 内に目 IOS ユーティリティが格納されている場合は、 PCI バス番号のルさ 
い順にその起動メッセージ（バナー）を表示します。 


取り外し 

次の手順に従って PCI ボードス□、ソトに接続されているボードの取り外しを行います。 

1 . 11日ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクトカバーを取り外す。 

4. ボードを取り外す。 

己.取り外したダクトカバーとレフトヴイドカバーを取り付ける。 

目.本体の電源を日 N にして P 日 ST でエラーメッセージが表示されていないことを確認 
する。 

エラーメッセージが表示された場合は、メッセージをメモした後、保守サービス会 
社に保守を依頼してください。 

7. 巨 IOS セットアップユーティリティを起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Reset 
Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 
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DIMM 


DIMM ( DualIn-line Memory Module ) は、マザーボード上の DIMM コネクタに取り付けます。マ 
ザーボード上には DIMM を取り付けるコネクタが8個あります。 

メモリは最大 32 G 巨まで増設できます。 


• 轉社で指定していない DIMM を使用しないでください。サードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなく、本体び故障するおそ 
れびありまず（これ5の製品び原因となった故障や破損についての修理 
は保証期間中でも有料となります)。 

• DIMM は静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分などに触 
れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。また、 
ボードの端子部分を素手で触ったり、ポードを直接机の上に置いたりし 
ないでください。静電気に巧ずるを意については、114ページで説明し 
ていまず。 



本体前面 


また、本装置ではメモリの Dual Charnel メモリモードをサポートしています。 

Dual Charnel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が早くなります。 

増設順序 

DIMM の増設順唐を示します。 


実装状況 

DIMM 番号 

標準実装時 

DIMM#A-1 と DIMM#B-1 

1 組増設時 

DIMM#A-2 と DIMM#B-2 

2 組増設時 

DIMM#A-3 と DIMM 祀 -3 

3 組増設時 

DIMM#A-4 と DIMM#B-4 
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オンラインスペアメモリ機能のメモリ搭載パターン 

オンラインスペアメモリ機能はメモリコント□ーラ配下のメモリが同一容量のメモリで統一 
されている場合のみ使用できます。 

また、オンラインスペアメモリはメモリコント□-ラの仕様上、メモリの Rank 単位でスペア 
メモリを設ちします。 

Single Rank メモリと Dual Rank メモリではオンラインスペアメモリを設定した場合の論理メ 
モリ容量が異なります。 

• Single Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一物理メモリ容量二論理メモリ容量 

• Dual Rank メモリの場合 

(物理メモリ容量 X 搭載数）一（物理メモリ容量/ 2 ) 二論理メモリ容量 

本装置でサポートしているメモリは W 下のとおりです。 

- N 8102 -31 7 増設 1GB メモリ : Single Rank 
- N 8102 -3 18 増設 2GB メモリ ： Dual Rank 
- N 8102 -3 19 増設 4GB メモリ ： Dual Rank 
- N 8102 -320 増設 8GB メモリ ： Dual Rank 

オンラインスペアメモリ機能を使用するにはじ(下の搭載パターンでメモリを搭載してくださ 
し^。（オンラインスペアメモリ機能を有効にするためには BIOS セットアップにて設定が必要と 
なります （177 ページ参照)） 
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メモリコント□—ラ0配下の搭載ノ 夕ーン 



Group#! 
DIMM#A1 、 犯 1 

Group#2 
DIMM#A2 、 犯 2 

Group#3 
DIMM#A3 、 #B3 

Group#4 
DIMM#A4 、 # 己 4 

物理メモリ 
容量合計 

論理メモリ 
容量合計 

パターン！ 

標準 1 GB 

増設1 GB 



2 GB 

1 GB 

パターン 2 

標準 1 GB 

増設1 GB 

増設1 GB 


3 GB 

2 GB 

パターン 3 

標準 1 GB 

標準1 GB 

標準1 GB 

標準 1 GB 

4 GB 

3 GB 

パターン 4 

増設 2 GB 

増設 2 G 目 



4 GB 

3 G 巨 

パターン已 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

増設 2 GB 


6 GB 

己 GB 

パターン 6 

増設 2 GB 

増設 2 G 目 

増設 2 GB 

増設 2 GB 

8 GB 

7 G 巨 

パターン 7 

増設 4 GB 

増設 4 GB 



8 GB 

6 GB 

パターン 8 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 


12 GB 

10 GB 

パターン 9 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

増設 4 GB 

16 GB 

14 GB 

パターン 10 

増設 8 GB 

増設 8 G 目 



16 G 己 

12 GB 

パターン 11 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

増設 8 GB 


24 GB 

20 GB 

パターン 12 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

増設 8 GB 

32 GB 

28 GB 



メモリコント□ーラから一番遠いメモリがスペアメモリとして予約されます。 

^ • Group #1 と Group #2( こメモリが搭載されている場合、 Group #2 がスぺ 

民ェック1 アメモリとなります。 

• Group # 1 ，が，#3 (こメモリが搭載されている場合、 Group #3 がスペアメモ 

リとなります。 


メモリコント□ーラ1配下にも同様の搭載パターンじて搭載ずることが可能でず。 

物理メモリ容量/論理メモリ容量は各コント□ーラ配下に搭載したパターンの合計となります。 
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取り付け 

次の手順に従って DIMM を取りがけます。 


1 . 11日ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 


4. DIMM を取り付けるコネクタにあ 
る左ちのレバーを開く。 

己. DIMM を垂直に立てて、コネクタ 
にしっかりと押し込む。 




DIMM の向き(こを意してください。 DIMM の端子側には誤挿入を防止するため 
区エック I の キーとキース□、ソト があります。 


無理な力を加えると DIMM やコネクタを破損するおそれびあります。まつす 
BM ぐ、ていねいに差し込んでください。 


DIMM が DIMM コネクタに差し a まれるとレバーが自動的に閉じます。 

6. レバーを確実に閉じる。 

7. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

8. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 

9. 本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細については258ページを参照してください。 

1日. SETUP を起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で増設 
した DIMM が目 IOS から認識されていること（画面に表示されていること）を確認 
する （177 ページ参照)。 









136 内蔵オプションの取り付け 


11. rAdvancedJ メニユーの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構ぶ情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

12. ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は34ぺージを参照してください。 


取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外します。 


4^ • 故障した DIMM を取り外す場合は、 POST や ESMPR 0 で表示されるエ 

民ェック I ラーメッセージを確認して、取りがけている DIMM ソケットを確認して 

ください。 

参 DIMM は最低2枚搭載されていないと装置は動作しません。 


1. 「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をする。 


2. 取り外す DIMM のコネクタの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

DIMM の□ックが解除されます。 


3. DIMM を取り外す。 



4 

己 

6 

7 


ダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 

本体の電源を日 N にして P 日 ST の画面でエラーメッセージが表示されていないこと 
を確認する。 

POST のエラーメッセージの詳細じついては258ページを参照してください。 


rAdvancedJ 乂ニューの [Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。八ード 
ウェアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

8. 故障した DIMM を交換した場合は 、 rAdvancedJ メニユーの 「Memory 
Confi 呂 uration 」 で 、 「Memory Retest 」 を 「 Yes 」 にする。 

エラー情報をクリアするためです。詳しくは177ページをご覧ください。 

ページングファイルサイズの設定を変更する。 

Windows Server 2003の場合は34ぺージを参照してください。 


9 . 
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プ□セッヴ ( CPU ) 

標準装備の CPU (インテル® Xeon ® プ□セ、ソサー)に力□えて、もう1つ CPU を増設し、マル 
チプ□セ、ソサシステムで運用することができます。 


wO • CPU は大変静電気に弱い電子部品です。装置の金属フレーム部分など 
置 a に触れて身体の静電気を逃がしてか 5 CPU を取り扱ってください。ま 

た、 CPU の端子部分や部品を素手で触ったり、 CPU を直接机の上に置 
いたりしないでください。静電気に関ずる説明は114ページで詳しく説 
明していまず。 

• 取り付け後の確認びできるまではシステムへの運用は控えてください。 

• 製社で指定していない CPU を使用しないでください。ヴードパーティ 
の CPU などを取り付けると、 CPU だけでなくマザーボードび故障する 
おそれがあります。また、これ5の製品び原因となった故障や破損につ 
いての修理は保証期間中でち有料となりまず。 



CPU #1 

(標準装備の CPU ) 


CPU #2 

(オプションの CPU ) 


マザーボード 
























































138 内蔵オプションの取り付け 


取り付け 

次の手順に従って CPU を取り付けます。 


1 . 11日ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 

4. 左側面が上になるよラに本体を 
しっかりと両手で持ち、ゆっくり 
と静かに倒す。 
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7. プレートを持ち上げる。 




CPU の向き(こを意してください。 CPU とソケットは誤挿入を防止するためじ 
巨て巧！ CPU とソケットじはピンマークがあります。 CPU とソケット側のピンマークを 
確認して正しく取り付けてください。 
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12. ヒートシンクをネジで固定する。 

ネジはたすきがけの順唐で4つを 
仮どめしたあとに本締めしてくだ 
さい。 



13. ヒートシンクがマザーボードと水平に取り付けられていることを確認する。 


• 斜めに傾いているときは、いったんヒートシンクを取りがしてか5、も 
う一度取り付け直してください。 

CPU び正しく取り付け5れていないとヒートシンクを水平に取り付け 
5れません。 

• 固定されたヒートシンクを持って動かさないでください。 


14. ダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 
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1己.取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 

16. 「 Advanced 」 メニユーの [Reset Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構ぶ情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 

1 7. Windows で、1 CPU 構成の本装置に CPU を増設し、2つ！ん b の CPU で運用する場 
合に下の手順を行ラ。 

デバイスマネージャの「コンピュータ」のドライバが 「 ACPI シングルプ□セ、ソサ 
PC 」 になっている場合は 「 ACPI マルチプ□セ、ソサ PC 」 じ変更し、メッセージじ 
従って再起動後、システムのアップデート （62 ページ）を行う。 
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取り外し 


CPU を取り外すときは、「取り付け」の手順1〜3を参照して取り外しの準備をした後、手順12 
〜4の順に従って行ってください。ヒートシンクはネジを外した後、ヒートシンクを水平に少 
しずらすようにして動かしてから取り外してください（この後の「重要」の2項目を参照して 
ください)。 


• CPU の故障似がで取りがさないでください。 

• 運用後は熱によってヒートシンクの底にあるクールシートが CPU に粘 
着している場合びありまず。ヒートシンクを取りがす際は、ちちに軽く 
回して、ヒートシンクが CPU か5離れたことを確認してか5行ってく 
ださい。 CPU に粘着したままヒートシンクを取りがずと CPU やソケッ 
卜を破損するおそれびありまず。 



CPU の取り外し（または交換）後に次の手順を行ってください。 


1. SETUP を起動して 「 Main」-[Processor Settings ] - 「Processor 
Retest 」 の順でメニューを選択し、取り外した CPU のエラー情報をクリアする 
(174ぺージ参照)。 

CPU を交換した場合は 、 FMainJ - [Processor Settings ] の順でメニューを選択 
し、増設した CPU の ID および L 2 CacheSize が正常になっていることを確認してくだ 
さい（174ページ参照)。 

2. rAdvancedJ メニューの 「Reset Configuration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは176ページをご覧ください。 
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ファイルデバイス 

本体には、光ディスクドライブや M 0 ドライブ、磁気テープドライブなどのバックアップデバ 
イスを取り付けるス□、ソトがあります。増設ス□、ソトは標準の状態で2ス□、ソトあります。 


Peb 


• SCSI デバイスを搭載する場合は、オプションの SCSI コントローラボー 

ドと内蔵 SCSI ケーブルが必要になります0詳しくは「ケーブル接続」を 
参照してください。 

• オプションの IDE デバイスを取り付ける （ IDE 接続）場合は、光ディスク 
ドライブを増設スロット1に移動させ、オプションの IDE デバイスを光 
ディスクドライブが実装されていたスロットに取り付けてください 
(145 ぺージ参照)。 

- 標準装備の光ディスクドライブ：マスタ（出荷時の設を） 

- オプションの IDE デバイス：スレーブ 


ファイルベイー 


増設ス□ット2 

増設ス□ット1 

光ディスク 

ドライブ 
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取り付け 

次の手順に従ってファイルデバイスを取り付けます。ここでは標準装備のファイルベイを中ム 
に説明しています。八ードディスクドライブデバイス実装羊、ソトについては、説明が異なる場 
合のみ併記しています。 

• SCSI 接続の場合 


1. デバイスの設定をする。 

デパイスベイに取りがけるデパイスの設をはじ(下のとおりです。 


デバイス 

設定 

SCSI デバイス 

終端抵抗 OFF* 


* オプションの内蔵 SCSI ケーブルに終端が取り付けられていない場合は 
終端抵抗 ON に設定して < ださい。 


SCSI デバイスを搭載する場合は 、 SCSI ID び同じケーブルに接続されている 
他の機器と重な5ないように設定してください。 


2. 11日ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 11目ページと119ページを参照してレフトサイドカバーとフ□ントマスクを取り 
外す。 




ハードディスクドライブデバイスベイ変換キッドを取り付ける場合は、増設ス 
ロット2のダミーカバーも取り外してください。 


4. 増設ス □ッ ト1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外して取 
り外す。 


合 
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W "0 取り外した夕’ミーカバーは大切に保管してくださし、。 















































ハードウエア編 145 


日.取り付けるデバイスをデバイスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレールに固定する。 


目.左ちのリリースタブを押しながら 
増設ス□ット1にデバイスをゆつ 
くりと差し込む。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされる 
まで押し込んで<ださい。 




7. 装置側面から取り付けた己.2日インチデバイスにインタフエースケーブルと電源 
ケーブルを接続する。 

詳しくは、この後の「ケーブル接続」を参照してください。 

8. 本体を組み立てる。 

9. SCSI コント□ーラの BI 日 S ユーティリティを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは SCSI コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

10. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I -ールする。 

詳し<はデパイスに添付の説明書を参照して<ださい。 

IDE 接続の場合 
1. デバイスの設定をする。 

デバイスベイに取り付けるデバイスの設定は下のとおりです。 


2. 11日ページを参照して取り付けの準備をする。 

3. 11目ページと119ページを参照してレフトサイドカバーとフ□ントマスクを取り 
外す。 

4. 標準装備の光ディスクドライブとデバイスベイに搭載しているデバイスからすべて 
のケーブルを取り外す。 


デバイス 

設定 

IDE デバイス 

終端抵抗 OFF 


^ ^ みみ 



















146 内蔵オプションの取り付け 


己.左ちのリリースタブを押しながら 
標準装備されている光ディスクド 
ライブを取り外す。 


6. 取り付けるデバイスをデバイスに 
添付されているネジ2本で本装置 
添付のレールに固定する。 


左ちのリリースタブを押しながら 
光ディスクドライブが入っていた 
ス□ットにデバイスをゆっくりと 
差し込む。 

「カチ、ソ」と音がして□、ソクされる 
まで押し込んで<ださい。 


8. 増設ス□ット1のダミーカバーを 
固定しているネジ2本を外してダ 
ミーカバーを取り外す。 





取りタルたダミーカバーは大切に保管してくださし、。 


n n n fi 3 3 3 fi 
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9. 左ちのリリースタブを押しながら 
光ディスクドライブを増設ス□ッ 
卜1にゆっくりと差し込む。 

「カチ、ソ」と音がして□ックされる 
まで押し込んで<ださい。 

10. 装置側面から取り付けた日.2己イ 
ンチデバイスにインタフェース 
ケーブルと電源ケーブルを接続す 
る。 

詳しくは、この後の「ケーブル接 
続」を参照してください。 

11. 本体を組み立てる。 

12. IDE コント□-ラの BI 日 S ユーティリティを使って転送速度などの設定をする。 

詳しくは IDE コント□ーラに添付の説明書を参照してください。 

13. 搭載したデバイスのデバイスドライバをインス I -ールする。 

詳し<はデバイスじ添付の説明書を参照して<ださい。 



取り外し 


みみ S S S S S S 


ファイルデバイスは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。デバイスを取り外し 
たままにする場合は、ダミーカバーを取り付けてください。 
















148 内蔵オプシヨンの取りがけ 


内蔵 USB FD ドライブ 

本体には、内蔵 USB FD ドライブを1台取りがけることができます。 


取り付け 

次の手順に従って内蔵 US 目 FD ドライブを取り付けます。 

1 . 11日ページを参照して取り付けの準備をする。 

2. 11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外し、フ□ントマスクを開く。 

3. 固定ネジに本）を外し、 FDD 夕' 

ミーパネルを取り外す。 


固定ネジ 

ダミーパネル 

固定ネジ 



取りがした FDD 夕’ミーパネルおよび固定ネジは大切に保管してくださし、。 


4. 内蔵 USB FD ドライブをち図で示 
す向をに本体へゆつくりと差し込 
む。 


© 
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己.内蔵 US 巨 FD ドライブに添付され 
ているネジ （2 本）で本体に固定 
する。 


6. フ□ントマスクを閉じる。 


つつつきつつ 
'inn つ nnn 

nnnnnn 

nn つツ 
つつ O つ 




7. 本体の底面についているスタビラ 
イザ （4 個）を内側に折り置む。 








































150 内蔵オプションの取り付け 


8. ち側のカノ く一が底面を向くよラに 
して本体を横置きにする。 

ゆっくりと静かに倒してくださ 
い。 


9. マヴーボードの冷却フアンコネクタ 
フアンケーブルを取り外す。 

10. フ□ントフアンを固定しているネ 
ジ （1 本）を外し、フ□ントフア 
ンを取り外す。 


11. ちの図を参照して、 US 巨インタ 
フェースケーブルの 4 pin コネク 
夕側を内蔵 US 巨 FD ドライブ付近 
まで通す。 



(フ□ントフアン）に接続されているフ□ント 




^ 内蔵 USB FD ドライブ(外の US 目デバイスが本体に搭載されている場合は、内 
医!^ 蔵 USBFD ドライブに添付されている US 目インタ フエー スケーブルは使用し 
ません。本体内に格納されている内蔵 US 目 FD ドライブ接続用インタ フエー ス 
ケーブルを使用します。 
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12. US 巨インタフェースケーブルの 
4 pin コネクタ側を内蔵 US 巨 FD 
ドライブへ接続する。 



^ US 目コネクタの向きを間違えるとコネクタに挿入できません。正しい向きで挿 
医^巧 人してください。 


13. US 巨インタフェースケーブル（内蔵 USB FD ドライブ添付）の1日 pin コネクタを 
マヴーボードの USB デバイス用コネクタに接続してください。 



^ 内蔵 US 目 FD ドライブ U かの US 目デバイスが本体(こ搭載されている場合は、本 
区エックI 手順は不要です。 


14. 取り外したフ□ントフアンを元に 
戻し、ネジ （1 本）で固定する。 

フ□ントフアンケーブルは取り外 
し前と同じルートで通して<ださ 
い。 














































































152 内蔵オプションの取り付け 


1日.フ□ントフアンケーブルをマヴーボードの冷却フアンコネクタ（フ□ントフアン) 
に接続する。 

16. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 


取り外し 

内蔵 US 目 FD ドライブは「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 
取り外したままにする場合は、ダミーパネルを取り付けてください。 
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増設フアン 

増設ファンの取りがけ、取り外し方法は次のとおりです。 


取り付け 

増設フアンは、次の手順で取りがけることができます。 

1 . 11日ページを参照して取り付けの準備をする。 

11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


2 . 

3. 


固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 
カバーを取り外す。 



4. 固定ネジ （2 本）を取り外す。 


己.フアンを持ち上げ、ケーブルを取 
り外す。 






























154 内蔵オプシヨンの取りがけ 



8. ファンブラケットのス□ットに1 
台目の増設ファンを取り付け、 
ファンのケーブルを取り付ける。 

ファンを持ち上げながら取り付け 
てください。 
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9. フアンブラケツトのちラー方のス 
□ツトにもラー台の増設フアンを 
取り付け、フアンのケーブルを取 
り付ける。 

ファンを持ち上げながら取り付け 
てください。 



10. フアンをネジで固定する。 



11. マザーボード上の FAN - PSE ジヤ 
ンパを設定する。 



12. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

13. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 
























156 内蔵オプションの取り付け 


取り外し 

増設ファンは、「取り付け」の逆の手順で取り外すことができます。 




ハードウエア編 157 


増設 HDD ケージ （3.5 インチ用） 

N 8 154-09 増設 HDD ケージ似降、 「 HDD ケージ」と呼ぶ）は、4台の SAS または SATA 八一 
ドディスクドライブで RAID システムを構築することができる専用のケージで、本装置の運用 
中履源 ON 中）に八ードディスクドライブの取り付け/取り外し/巧換ができる「ホ、ソトスワ、ソ 
プ」機能を提供します。 


取り付け 


次の手順に従って HDD ケージを取りがけます。 


1 . 11日ページを参照して取り外しの準備をする。 


2. 11目ページと119ページを参照 
してレフトヴイドカバーを取り外 
し、フ□ントマスクを開く。 

3. A - ドディスクドライブをすでに 
搭載している場合は、八ードディ 
スクドライブに接続しているイン 
タフ I ースケーブルと電源ケーブ 
ルを外す。 


4. 本体前面からドライブキャリアを 
固定しているネジ2本を外す。 


己.トレイの横を押して引き出す。 

6. 同様に残りの3つのドライブキヤ 
リアを引を抜く。 





























158 内蔵オプションの取り付け 


7. HDD ケージを図に示す向きに 
持つて本体へゆつくりと差し込 
む。 


8. 増設 HDD ケージに添付のネジ 
(4 本）で本体に固定する。 




取りがしたドライブキヤリアや余つたネジは大切に保管してください。 


取りがける装置(こよってネジの位置が異なります。図を参照して本体に HDD 
医て巧！ ケージを確実(こ固定してください。 
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9. フ□ントマスクを閉じる。 





12. RAID コント□ーラを実装する。 

^ RAID コント□ーラの取り付け方法については、127ページを参照してくださ 
I チェック I い。 

































































160 内蔵オプションの取り付け 


13. 下の図を参照して、 SAS ケーブル(別売の K ケーブル)、 SG 円日ケーブル (HDD 
ケージに添付)、グ□ーバル LED ケーブル （ HDD ケージに添付)、電源ケーブルを 
接続する。 



14. ケーブルを接続する。 


[ RAID コント□ー ラ接続の場合] 

(1) 別売の SAS ケーブル （ K 410 -174(00)) を RAID コント□-ラに接続する。 
に） SGPIO ケーブルとグ□ーバル LED ケーブルをマザーボードに接続する 
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[マザーボード接続の場合] 

別売の SATA ケーブル （ K 410 -170(00)) をマザーボード上の SATA コネクタと 
SGPIO コネクタ （8 ピン）に接続する。 

SATA ケーブルには接続先のチャネル番号を示すラベルが貼り付けられています。 
ラベルの番号と同じポート（コネクタ）に接続します。 



1己.取り外したフアン （ HDD 側）を取り付け、ネジ （1 本）で固定し、フアンのコネ 
クタをマヴーボードのコネクタに接続する。 


16.取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 


17. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 


取り外し 


HDD ケージは「取り付け」と逆の手順で取り外すことができます。 







162 ケーブル接続 


ヶーブル接続 

本体内部のデバイスのケーブル接続例を示します。 


インタ フエー スケーブル 


インタフェースケーブルの接続について説明します。 




ここで示す図は接続を中ん、として説明しています。マザーボード上のコネクタ 
の詳細については「マザーボード」を参照してください。 


J \- ドディスクドライブの増設 

八ードディスクドライブを増設した際の接続について説明します。 

• SATA 八ードディスクドライブの場合 

ハードディスクドライブを増設した場合は、次の國のとおりにケーブルを接続します。 
八ードディスクドライブは下から順に取りがけてください。 



IDE ケーブル SATA ケーブル 
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参 N 81 54-1 日を実装した場合 

N8154-15 を増設した場合は、次の図のとおりにケーブルを接続します。八ードディスク 
ドライブは下から順に取りがけてください。 



己2日インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル CZ □ K 41 日-170の 0) ケーブル 


参 N 8 103-1 16/1 17/1 18 RAID コント□—ラと N 81日 4-1 日を実装した場合 

次の図のとおりにケーブルを接続します。 



己25インチ 
デバイスベイ 


HDD ケージ 


IDE ケーブル iz = SAS ケーブル 




















































































164 ケーブル接続 


5.25 インチデバイスの接続 

5.25 インチデバイスベイには SCSI デバイスと IDE デバイスを搭載することができます。 


SCSI デバイスを搭載する場台 

接続に使用する SCSI コント□ーラと SCSI ケーブルは別売です。別売の SCSI ケーブル (K410- 
68A(00)) に SCS 暇続の終端をするためのコネクタが取り付けられている場合は、 5.25 インチ 
デバイスの終端の設をを無効じしてください。 



IDE デバイスを搭載する場含 
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電源ケーブル 


電源ケーブルの接続例を示します。ここに示す電源ケーブルじ(外は本装置では使用しません。 



P8 

P3 

P4 


P10 

P11 

ドに 

P13 


未使用コネクタ 

































166 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


システム BIOS のセットアップ ( SETUP ) 

Basic Input Output System (BIOS) の設定方法について説明します。 

導入時やオプションの増設/取り外し時にはここで説明する内容をよく理解して、正しく設を 
してください。 



SETUP は八ードウエアの基本設ををするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体内のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < てち実行できます。 

SETUP で設をされる内容は、化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明するような場合など必 
要に応じて使用してください。 



Bi 


• SETUP の操作は、システム管理者（アドミニストレータ）が行ってく 
ださい。 

• SETUP では、パスワードを設定ずることびできます。パスワードには、 
「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2つのレベルびあります。 「 Supervisor 」 
レベルのパスワードで SETUP にアクセスした場合、すべての項目の変 
要びできます。 「 Supervisor 」 のパスワードび設定されている場合、 
ruserj レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限5れ 
ます。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP ユーティリティは、最新のパージョンびインス!ルされてい 
ます。このため設定画面び本書で説明している内容と異なる場台があり 
ます。設定項目については、オンラインヘルプを参照するか、保守サー 
ビス会社に問い合わせて ください。 
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本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self-Test ) の実行内 
容が表示されます。 「NEC」 □ゴが表示された場合は、く Esc> 羊一を押してください。 

しばら<すると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 


Press < F2> to enter SETUP or Press く F12> to boot 
from Network 


ここでく F2> 羊一を押すと、 SETUP が起動して Main メニユー画面を表示します。 

じ(前に SETUP を起動してパスワードを設をしている場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されます。パスワードを入力してください。 


Enter passwordC ] 

パスワードの入力は、3回まで行えます。3回とも誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を行えません）。電源を OFF にしてください。 


Pee 


パスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のパスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をの状態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 





168 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


キーと画面の説明 


羊ーボード上の次の羊一を使って SETUP を操作します（羊一の機能については、画面下にも 
表示されています)。 


サブメニューがあることを示ず 


設定項目^ 


現在表示しているメニューを示ず 



PhoenixBIOS Setup UtiL 


Management 
Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

► Event Log Configuration 

Assert NMI on PERR: 

Assert NMI on SERR: 

FRB-2 Policy: 

Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON DeLay Time: 
Platform Event FiLtering: 


[Enabled] 

[Enabled] 

[Retry 3 Times] 
: Disabled ： 
[Retry 3times] 
CEnabLed] 

[IRQ 11] 
CEnabLed] 

[Last State] 

: 20： 

: Enabled ： 



オンラインヘルプ 
ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ Change Values F9 Setup Defaults 

Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


キーの機能説明 パラメータ（選択すると文字が反転する） 

n カーソル丰一 （ t 、 i ) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 

□ カーソルキー（>-、一） 

Main や Advanced、Security、Server、Boot、Exit などのメニューを選択します。 

□ <一>キー/く十 >车一 

選択している項目の値（パラメータ）を変更します。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、この羊一は無効です。 

□ く Enter〉 羊一 

選択したパラメータのミ夫定を行うときに押します。 

□ <Esc> 车一 

ひとつ前の画面に戻ります。押し続けると 「Exit」 メニューに進みます。 
n くドレ车一 


SETUP の操作でわからないことがあったときはこのキーを押してくださし、 
SETUP の操作じついてのヘルプ画面が表示されます。 <Es に羊一を押すと、元の画 
面に戻ります。 

□ <F9>+- 

現在表示している項目のパラメータをデフオルトのパラメータに戻します（出)荷時 
のパラメータと異なる場合があります)。 


n く Fio > キー 

設をしたパラメータを保存して SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能や、システムとして運用するときに必要となる機能の設を例 
を W します。 


日付-時刻関連 


「 Main 」 一 「System Time」、「System Date 」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

- UPS から電源が供給されたら常に電源を ON させる 
「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 「Power On 」 

- POWER スイ、ソチを使って OFF にしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「 Server 」 一 「 AC - UNK 」 一 [Last StateJ 

- UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにする 
「 Server 」 一 「 AC - LINK 」 一 「 S ね y 饼り 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「 Boot 」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示する 

「 Advanced 」 一 「 Boot-time Diagnostic Screen 」 一 「 Enabled 」 

「 NEC 」 □ゴの表示中に < Esc > 羊一を押しても表示させることができます。 

リモートウェイクアツプ機能を利用する 

モデムかり： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake on Ring 」 一 「 Enabled 」 

RTC のアラームから： 「 Advanced 」 一 f Advanced Chipset Control J 

一 「Wake on RTC Alarm 」 一 「 Enabled 」 


HW コンソール端末か 5 制御する 

「 Server 」 ^ [Console Redirection 」 一それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) の状態を確認する 

「 Advanced 」 一 fMemory Configuration 」 一 「DIMM Group #n Status 」 一表示を確 
認する 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 



メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアする 

「 Advanced 」 一 「Memory Configuration 」 一 「Memory Retest 」 一 「 Yes 」 一再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認する 

rMain 」 一 [Processor Settings 」 一表示を確認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上図のように対応 
しています。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「 Main 」 一 [Processor Settings 」 一 [Processor Retest 」 一「丫 es 」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定する 

「 Advanced 」 一 「 NumLock 」 一 fOnJ (有効）/ 「 Off 」 （無効：初期値) 
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イベント□グ関連 


イベント□グをクリアする 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 一 「Clear All Event Logs」 一 「Enter」 一 「Yes」 


セキュリティ関連 


BIOS レベルでのパスワードを設定する 

["Security」 一 l"Set Supervisor Password」 ーパスワードを入力する 

管理者パスワード （Supervisor）、 ューザーパスワード (User) の順に設ちします 


外付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をする 

「Advanced」 一 「Peripheral Configuration」 一それぞれの I/O ポートに対して設定:をする 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに対する設定をする 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定をする 

RAID コント□—ラを取り付ける 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」 一 「Enabled」 
n: PCI ス□ツトの番号 

J \- ドウエアの構成情報をクリアする（内蔵デバイスの取り付け/取り外しの後） 

「Advanced」 一 [ResetConfiguration Data」 一 「Yes」 一再起動するとクリアされる 


設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Exit Saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄する 

「Exit」 一 「Exit Discarding Changes」 また(ま 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻す（出荷時の設定とは異なる場合びあります) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保存する 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存する 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドする 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 
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パラメータと説明 


SETUP には大きく 6種類のメニューがあります。 

参 Main メニュ ー 

• Advanc 目 d メニュ ー 

• Security メニュー 

• Server メニュー 

• Boot メニュ ー 

• Exit メニュー 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設をができ 
ます。次に画面に表示されるメニュー別に設をできる機能やパラメータ、化荷時の設をを説明 
をします。 
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Main 

SETUP を起動すると、はじめに Main メニューが表示されます。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 


System Time: 

[ 旧 :18:58] 

Item Specific Help 


System Date: 

[10/04/2007 ： 

<Tab>, <Shift-Tab>, or 

Hard Disk Pre-DeLay: 

[Disabled ： 

<Enter> selects field. 

► Primary IDE Master 

[CD-ROM] 


► Primary IDE Slave 

[None] 


► Secondary IDE Master 

[None] 


► Secondary IDE Slave 

[None] 


► Processor Settings 



Language: 

[English (US )： 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FI 日 Save and Exit 


Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示します。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設定をします。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設定をします。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

1 己 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中(こ初めて DE デバイスへアクセスす 
る時に設定された時間だけ待ち合わせを巧 
います。 

Primary IDE Master 

Primary IDE Slave 

Secondary IDE Master 
Secondary IDE Slave 


それぞれのチヤネルに接続されているデバ 
イスの情報をサブメニユーで表示します。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設定のままにしておいてください。 

Processor Settings 


プ□セ、ソサ (CPU) じ関する情報や設定をする 
画面を表示します （174 ページ参照)。 

Language 

[English (US)] 

Fran が is (FR) 

Deutsch (DE) 

Espanol (SP) 

Italiano (IT) 

SETUP で表示する言語を選択します。 


[]： 出荷時の設定 
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wO BIOS のノ くラメータで時刻や日付の設定び正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場合は、運用の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証する環境条件（温度：1〇で〜3己で . 湿度： 20%〜 
80%)か5がれた条件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要求するようなシステムに組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ） 
などを利用して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい遅れや進みび生じる場合 
は、お買い求めの販売店、または保守サービス会社に保守を依頼してくださし、。 


Processor Settings ヴブメニュー 


Main メニユーで [Processor Settings] を選択すると、 U 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Main 





-/+ Change Values 
Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ □ セ、ソサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時 ( こすべてのプ □ セ、ソサに対してテス 
卜を行います。このオプションは次回起動 
後 ( こ自動的 ( こ 「 No 」 （こ切り替わります。 

Processor Speed 


搭載しているプ □ セ、ソサのク□ック速度を 
ぶしよす 0 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

Error 

数値の場合はプ □ セ、ソサ 1 の ID を示します。 
[DisabledJ はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 
Installed 」 は取りがけ 6 れていないことを、 
「 Error 」 はプ □ セ、ソサの強制起動を示します 
( 表示のみ)。 

Processor 1 L2 Cache 


プ □ セ、ソサ 1 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Processor 2 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セッサ 2 の D を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故障 、 「Not 

Ins ね lied 」 は取りがけ 6 れていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor 2 L2 Cache 

— 

プ □ セ、ソサ 2 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable 目 it 機能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設定します。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ □ セ、ソサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効 / 無効を設定します。 

C1 Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

C1Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
す。 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ □ セ、ソサーが提供する 

SpeedStep 機能の有効 / 無効を設定します。 

本機能をホサポートのプ □ セ、ソサが搭載さ 
れた場合、設定が 「 Disabled 」 固定(こなりま 
す。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを rAdvancedJ の位置に移動させると、 Advanced メニューが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表 
71^されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 




Item Specific Help 

► Memory Conriguration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Configuraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[DisabLed] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

： 0ff] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

[Disabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 に設定すると、 POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設定する 
と NEC □ ゴで POST の表示を隠します。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 （こ設 
定できません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報 ) をクリアするときは 「 Yes 」 

じ設定します。装置の起動後にこのパラ 
メータは 「 No 」 じ切り替わります。 

NumLock 

On 

[Off 」 

システム起動時 ( こ Numlock の有効/無効を設 
定します。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプ □ セ、ソサに異常をお出 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーテイングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設定 


W "0 Reset Configuration Data を 「 Yes 」 に設定すると、ブートデバイスの情報 
Bta もクリアされまず 。 Reset Configuration Data ^「 Yes 」 に設定ずる前に、 
^^、ず設定されているブートデバイスの順番を記録し 、 Exit Saving Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration ヴブメニュー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



Memory 

Configuration 

Item Specific Help 

System Memory: 

Extended Memory: 

601 KB 

522752 KB 

Enables DIMM sparing 

feature- 

DIMM Group #1 

Status: 

Normal 


DIMM Group #2 

Status: 

Normal 


DIMM Group #3 

Status: 

Normal 


DIMM Group #4 

Status: 

Normal 


Memory Retest : 

Extended RAM Step: 

clfflj] 

[DisabLed] 


Sparing: 


[Disabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示します。 

Extended Memory 

— 

拡張メモリの容量を表示します。 

DIMM Group #1-#4 

Normal 

メモリの現在の状態を表示します。 

Status 

Disabled 

Not Installed 

Error 

「 Normal 」 はメモリが正常であることを示し 
ます。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Ins ね lied 」 はメモリが取り付け 6 れて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリ強制起動示 
します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のように対応して 
います。 

Group #1: DIMM #A1 、祀 1 

Group #2: DIMM #A2 、 祀 2 

Group #3: DIMM #A3 、 祀 3 

Group #4: DIMM #A4 、 祀 4 
なお、本装置 ( こ搭載される DIMM はインター 
リーブタイプのため 2 枚で 1 組として構成さ 
れています。 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時 ( こすべての DIMM に対してテストを巧いま 
す。このオプションは次回起動後(こ自動的 
に「 N0 」に切り替わります。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[Disabled] 

riM 目」は 1M 単位にメモリテストを行いま 
す。 riK 目」は 1K 単位(こメモリテストを行い 
ます 。 「Every Location 」 はすべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ぺースキーのみ有効となり <F2> 、 <F4 >、 
<F12> 、 <Esc> キーは無視されます。 

Sparing 

[Disabled] 

Enabled 

オンラインスペアメモリ機能の有効/無効を 
設定します。 


[]： 出荷時の設定 
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► Onboard Video ControLLer 

► Onboard LAN 

PCI Slot 1Option ROM: 
PCI Slot 2 Option ROM: 

PCI Slot 3 Option ROM: 

PCI Slot 4 Option ROM: 

PCI Slot 5 Option ROM: 


Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 
controLLer. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


PCI Configuration 


Item Specific Help 



PCI Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「PCI Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、選択して<£が6「>车一を押すとサブメニューが表示 
されます。 


項目については次の表を参照してください。 


[]： 出荷時の設定 



Onboard Video Controller サブメニュ ー 


[]： 出荷時の設定 

Onboard LAN ヴブメニュー 


RAID コント□—ラや LAN ボード(ネットワークブート )、 Fibre Channe ロン 
卜□—ラで、 0 S びインス I ルされた八ードディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCU □ットのオプション ROM 展開を 「 Disabled 」 に設定して 
<ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

PCI Slot 1-5 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ス□、ソトじ接続している PCI ボード上の才 
プシヨン ROM の展開を有効じするか無効じす 
るかを設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント □ ーラの有効 / 


[Enabled] 

無効を設定します。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコント□ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動(こするか強制的にするかを選択 
します。 


項目 

パラメータ 

説明 

LAN Controller 

Disabled 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント □ ーラの有効/無 
効を設定します。 

LAN 1 Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ 1 の BIOS 
の展開の有効 / 無効を設定します。 

LAN2 Option ROM Scan 

[Enabled] 

Disabled 

オンボード上の LAN コント□ーラ 2 の BIOS 
の展開の有効 / 無効を設定します。 


TJTJTJTJTJ 
d d d d d 
6 6 6 6 6 

b b b b b 
3 3 3 3 3 

n n n n n 

I ------------- 

rL c c rL c 


[]: 出荷時の設定 
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Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、下の画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Peripheral Contiguration 

Item Specific Help 

Serial Port A: 


Configure Serial Port 

Base I/O address: 

[3F8h] 

using options: 

Interrupt : 

[IRQ 4 ： 


Serial Port B: 

[Enabled] 

[Disabled ： 

Base I/O address: 

[2F8h] 

No configuration 

Interrupt : 

[IRQ 3] 

[EnabLed] 

USB ControLLer: 

[Enabled] 

User contiguration 

USB 2-0 ControLLer: 

[Enabled] 


ParaLLeL ATA: 

CEnabLed] 


Serial ATA: 

[Enabled] 


SATA ControlLer Mode Option: 

[Enhanced] 


SATA AHCI: 

[Enabled] 


SATA RAID: 

[DisabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


W -0 害 y り込みべ一刀/〇アドレスび他と重複しないようにを意してください。設定 
■to した値び他のリソースで使用されている場合は黄色の「*」び表示されます。 
黄色の「*」び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート A の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

[3 F 8 h ] 

2 F 8 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り} A みを設定し 
ます。 

Serial Port B 

Disabled 

[ Enabled ] 

シリアルポート目の有効/無効を設定します。 

Base I/O address 

3 F 8 
に F 8 h ] 

3 E 8 

2 E 8 

シリアルポート目のためのベース I/O アドレ 
スを設定します。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート目のための割り} A みを設定し 
ます。 

USB Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

US 目コント□ーラの有効/無効を設定しま 
す。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[ Enabled ] 

USB 2.0 の有効/無効を設定します。 

Parallel ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上のパラレル ATA コント□一 
ラの有効/無効を設定します。 

Serial ATA 

Disabled 

[ Enabled ] 

マザーボード上の SATA コント□ーラの有効 
/無効を設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

SATA Controller Mode 
Option 

Compatible 

[ Enhanced ] 

「Serial ATA 」 の設定を有効にしている場合 
(こ機能します。 

マザーボード上の SATA コント□ーラの動作 
モードオプシヨンを選択します。 

「 Compatible 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的にお出後、一般 
の八ードディスクドライブとして制御しま 
す。 

「 Enhanced 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライブを自動的(こお化後、ネイ 
ティブ IDES - ドで八ードディスクドライブ 
を制御します。 



* 3. 日インチディスクモデルで、オンボー 
ド SATA コント□-ラを使用して Linux 

OS をインストールする場合(こは、 
Compatible モードを使用してください 
(オプシヨンの RAID カードを使用する場 
合や 、 Windows 0 S の場合は Enhanced 
モードをご使用ください）。 

SATA AHCI 

Disabled 

[ Enabled ] 

rSATA Controller Mode Option 」 の設定を 
「 Enhanced 」 （こしている場合に表示します。 
SATA のネイティブインタフェース仕様であ 
る AHCI (Advanced Host Controller 

Interface ) の有効/無効を設定します。 

SATA RAID 

Disabled 

[ Enabled ] 

RAID ジャンパを 「 RAID 構成有効」（こ設定し 
た時に 「 Enabled 」 設定で表示されます。 

RAID ジャンパについては 、 [LSI Embedded 
MegaRAD の設定方法」 （122 ぺージ）を参 
照してください。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニュー 


Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、 W 下の画面が表示され 
ます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 


Advanced Chipset Control 

Item Specific Help 

MuLtimedia Timer: 

Intel (R) I/O AT: [Enabled ： 

Wake On Ring: [Disabled ： 

Wake On RTC Alarm: [DisabLed] 

EnabLe/DisabLe 

MuLtimedia Timer (HPET). 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

[ Disabled ] 

Enabled 

マルチメディア(こ対応するためのタイマー 
の有効/無効を設定します。 

Intel ( R ) I/O AT 

Disabled 

[ Enabled ] 

Intel I/O アクセラレーシヨンテクノ□ジ機能 
の有効/無効の設定をします。 

Wake On Ring 

[ Disabled ] 

Enabled 

シリアルポート（モデム）を介したリモー 
トパワーオン機能の有効/無効を設定しま 
す。 

Wake On RTC Alarm 

[ Disabled ] 

Enabled 

リアルタイムク□ックのアラーム機能を 
使ったリモートパワーオン機能の有効/無効 
を設定します。 


[]： 出荷時の設定 


，■〇 Wake On Rin 呂機能のご利用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
BM た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Rin 呂機能を利 
用することはできません。 Power スイッチを}甲下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 呂機能び有効となりません。 
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Security 

力ーソルをに ecurity」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されます。項目の前 
(：：「►」がついているメニューは、選択して <Ente「> 羊一を押すとサブメニューが表示されま 
す。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Clear 

Item Specific Help 


Supervisor Password Is: 

Clear 

Supervisor Password 

Set User Password 

cfSTEH] 

controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot : 

[Disabled] 


Fixed disk boot sector: 

[Normal] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled] 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく Enter〉 羊一を押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設をを行います。 


参 「User Password 」 は 、 TSupervisor Password 」 を設定していない 
と設定でさません。 

• 0 S のインス I ル前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買い求めの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security メニューで設定できる項目とその機能を示します。 ["Security Chip Configuration」 
は選択後、<£が6「>车一を押してサブメニューを表示させてから設ちします。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

スーパーパ'イザパスワードが設定されてい 


Set 

るかどうかを示します（表示のみ)。 

User Password Is 

Clear 

ユーザーパスワードが設定されているかど 


Set 

うかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとユーザーのパスワード 
入力画面(こなります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセス(こ制限がありま 
す。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの入力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Set Supervisor Password 

8 文字までの英数字 

< Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード入力画面(こなります。このパスワー 
ドですベての SETUP メニュー(こアクセスで 
きます。この設定は、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できます。 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの入力を巧う/巧わな 
いの設定をします。先にスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーバイザのパスワードが設定されて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断します。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

Write Protect 

IDEA - ドディスクドライブ(こ対する書き } A 
みを防ぎます。本装置では DE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

POWER スイ、ソチ抑止機能を有効(こするか無 
効(こするかを設定します。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効(こで 
きません。 


[]： 化荷時の設定 
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Security Chip Configuration ヴブメニユー 

Security メニューで ["SecurityChip Configuration」 を選択し、く Ente「> キーを押すと U 下の 
画面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Security 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[ Disabled ] 

Enabled 

TPM 機能の有効/無効を設定します 
(Supervisor Passsword をセツトすると選 
択巧能になります)。 

Current TPM State 

- 

現在の TPM 機能の状態を表示します。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable and Activate 
Deactivate and Disable 
Clear 

TPM 機能を変更します。 


[]： 出荷時の設定 
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Server 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「►」がついているメニューは、選択して < Ente 「> 羊一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

^ Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on PERR: 

[Enabled] 


Assert NMI on SERR: 

[Enabled] 


FRB-2 Policy: 

[Retry 3 Times] 


Boot Monitoring: 

[Disabled] 


Boot Monitoring Policy: 

[Retry 3times] 


Thermal Sensor: 

[Enabled] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

[Enabled] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

C 20] 


Platform Event FiLtering: 

[Enabled] 



FI 

Esc 


Help 

Exit 


Select Item 
Select Menu 


-/+ 
Enter 


Change Values 
Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
FI 日 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します。 l"System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、く Ente 「> キーを押してサブメニューを表示させてから設ちします。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on PERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI PERR のサポートを設定します。 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[ Enabled ] 

PCI SERR のサポートを設定します。 

FRB -2 Policy 

Disable FRB 2 Timer 
Disable BSP 

Do Not Disable BSP 
[Retry 3 Times ] 

目 SP で FR 目レベル2のエラーが発生したとき 
のプ□セツサの動作を設定します。 

Boot Monitoring 

[ Disabled ] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視機能の有効/無効とタイムアウトま 
での時間を設定します。この機能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない OS か6起動する場合じは、 
この機能を無効じしてください。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times ] 

Always Reset 

起動監視時(こタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定します。 

[Retry 3 times ] (こ設定すると、タイムアウト 
の発生後(こシステムをリセットし、 OS 起動 
を3回まで試みます。 

[Always Reset ] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常(こ試みます。 

* システム(こサービスパーティシヨンがを 
在しない場合は、システムパーティシヨ 
ンか 60 S 起動を無限(こ試みます。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[ Enabled ] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設定しま 
す。有効にすると、温度の異常をお化した 
場合に POST の終わりでいつたん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）に割り} A みラインを割り当てるか 
どうかを選択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[ Enabled ] 

POST の実行中(こエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいつたん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State ] 

Power On 

AC リンク機能を設定します。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設定します（下表参照)。 

Power ON Delay Time ( Sec ) 

に 0] - 2 己己 

DC 電源を ON にするディレイ時間を20秒か 

62己己秒の間で設定します。 AC - LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 （こ設定 
している場合(こ有効となります。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[ Enabled ] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ーラ）の通報機能の有効/無効を設定しま 
す。 


[]: 出荷時の設定 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前のが態 

設定 

Stay Off 

Last State 

Power On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も0けのとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 OFP 

Off 

Off 

On 


* POWER スイ、ソチを4秒]:人け甲し続ける操作です。強制的(こ電源を OFR こします。 


無停電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運輯を行う場合は FAC - LINKJ の設定 
を 「 PowerOn 」 にしてください。 
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System Management ヴブメニュー 

Server メニューで l"System Management 」 を選択し、く Enter 〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server H 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


目10 S のバージョンを表示します（表示の 
み)。 

Board Part Number 


本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Board Serial Number 


本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 


本装置のシスてムの部品番号を表71^します 
(表示のみ)。 

System Serial Number 


本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の屋体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 


本装置の售体のシリアル番号を表示します 
(表示のみ)。 

Onboard LAN1 MAC 
Address 


標準装備の LAN ポート1の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート2の MAC アドレスを 
表示します（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
ます（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

目 MC のデバイス D を表示します（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 


目 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 


目 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
ます（表示のみ)。 

SDR Revision 


センサデータレコードのレビジョンを表示 
します（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示します（表示のみ）。 
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Console Redirection ヴブメニユー 

Server メニューで [Console Redirection」 を選択し、く Enter〉 キーを押すと、下の画面が 
表示されます。 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

[Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port B 

このメニューで設定したシリアルポートか 
6DianaScope や八イパーターミナルを使つ 
た管理端末か6のダイレクト接締を有効に 
するか無効(こするかを設定します。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 
己 7.6K 

115.2 K 

接続する八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに使用するボーレートを設定し 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フ□一制御の方法を設定します。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端末の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

[Enabled] 

Disabled 

コンソールリダイレクシヨンを POST 終了後 
じ継続して実行する機能の有効/無効を設 
定します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールか6 
送信されたエスケープコマンド （Esc R) に 
よるリセ、ソトを有効にするかどうかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration ヴブメニュー 


Server メニューで「目 MC LAN Configuration」 を選択し、く Enter〉 羊一を押すと、 W 下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


BMC LAN Configuration 

Item Specific Help 

IP Address 

cBEH. 168.001 .001] 

Display IP Address. 

IP Subnet Mask 

[255.255.255.0] 


Default Gateway 

[000 .000.000.000] 


DHCP: 

[Disabled ： 


Web Interface 



HTTP: 

[Disabled ： 


HTTP Port Number: 

C 80] 


HTTPS: 

[EnabLed] 


HTTPS Port Number: 

C 443 ： 


Command Line Interface 



Telnet : 

[Disabled ： 


Telnet Port Number: 

: 23 ： 


SSH: 

[EnabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ^ Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

IP Address 

[192.168.001.001] 

管理用 LAN の IP アドレスを設定します。 

IP Subnet Mask 

に55.255 .255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設定しま 
す。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定します。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] に設定すると、 DHCP サーバか 

6IP アドレスを自動的に取得します。 IP アド 
レスを設定する場合には、 [Disabled] に設 
定します。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTP (こよる通信を 
使用する場合には [Enabled] に設定して< 
ださい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP による通信の際(こ使用す 
る TCP ポートナンバーを設定します。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS (こよる通信 
を使用する場合には [Enabled] (こ設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の際に使用 
する TCP ポートナンバーを設定します。 

Command Port Number 

- 

- 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 
Telnet 接続による通信を使用する場合には 
[Enabled] に設定してください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続による通信の際(こ使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

コマンドラインインターフェースとして 

SSH 接続(こよる通信を使用する場合には 
[Enabled] じ設定してください。 

SSH Port Number 

に 2] 

SSH 接締(こよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定します。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Clear BMC Configuration 

[ Enter ] 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]: 出荷時の設定 


Event Log Configuration ヴブメニユー 

Server メニューで [Event Log Configuration」 を選択し、く Ente「> 羊一を押すと、下の画 
面が表示されます。項目の前に「►」がついているメニューは、選択して <Erite「> 羊一を押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you select "System Event Log" menu below, it 
may take a few minutes to dispLay. 

► System Event Log 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

DispLay the System 

Event Log 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目じついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押すと確認画面が表示され、 
「Yes」 を選ぶと保存されている エラー □グ 
を初期化します。 


[]： 出荷時の設定 
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System Event Log ヴブメニユー 

Server メニユーの [Event Log Configuration 」 で 「System Event Log 」 を選択すると、 
下の画面が表示されます。 

]：> (下はシステムイベント□グの例です。 

記録されているシステムイベント□グはく >1〉羊一/く t 〉 キー 、 く+〉羊一/ く->キー、く 
Home > 羊一/く Erid > 羊一を押すことで表示できます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


System Event 

Log 

Item Specific Help 

SEL Entry Number = 

1/121 

This is an entry 

SEL Record ID = 

0904 

The System Event Log. 

SEL Record Type = 

02 - System Event Record 


Timestamp = 

2007/08/05 10:58:28 

Eyes used to view. 

Generator ID = 

20 00 


SEL Message Rev = 

04 

Up arrow : Newer SEL 

Sensor Type = 

12 - System Event 

Down arrow :0Lder SEL 

Sensor Number = 

87 - System Event 


SEL Event Type = 

6F - Sensor specific 

<-> : Newer SEL 

Event Description = 

OEM System Boot Event 

<+>:0Lder SEL 

SEL Event Data = 

418F FF 

Home:Newer SEL 

End :0Lder SEL 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■<- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu FIO Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 


wO Clear BMC Confi 呂 uration のま意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については BIOS セツトアツ 
プユーテイリテイの Load Setup Default を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻ずには Clear BMC Confi 呂 uration を実行し 
て < ださい)。 

• Clear BMC Confi 呂 uration 実行後の初期化び完了するまでには数十秒 
程度かかりまず。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 DianaScope 」 をご使用の 
場合は、 DianaScope で設定された項目も Clear BMC Configuration 
の操作にてクリアされます。 DianaScope をご使用の場合には、本操作 
を行う前に DianaScope の設定情報のノ くツクアツプを行つてください。 













192 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


Boot 

カーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設定する目〇饥メニューが表示されます。 



起動デバイスとして登録されていないデバイス 


起動デノ \'イスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD - ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD - ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライブなども含む） 

USB FDC 

US 目フ□、ソピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 目フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

PCI SCSI 

本体標準装備の八 ー ドディスクドライブ 

RAID システム構成の場合は 「Software RAID 」 と表示します。 

PCI BEV 

IBA GE Slot XXXX :本体標準装備の LAN 。 に lot 0 C 00」 が LAN 1 、 に lot 0 C 01」 

が LAN 2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動巧能なデバイスを橫化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスから起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ\'イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デバイスを選択後して <X> 车 一を押すと、選択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができます。 

最大8台の起動デバイスを登録済みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスから起動しないものを解除してから登録して 
ください。 

また選択後に <Shif ゎ丰一を押しながら、くレ羊一を押すと選択したデバイスを有 
効/無効にすることができます。 

3. く t >车 一/く i > 羊 一と <十> キー/ <一> キーで登録した起動デバイスの優先順位 
(1 位から8位）を変更できます。 

名'デバイスの位置へく t >キ ー/く1 >羊 一で移動させ、く 十>车 一/く一 >车 一で優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを Exit」 の位置に移動させると、 Exit メニューが表示されます。 



このメニューのをオプションについて W 下に説明します。 

Exit Saving Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存して SETUP を終わらせる時 
に、この項目を選択します。 Exit Saving Changes を選択すると、磕認画面が表示されます。 
ここで、 「Yes」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを再起動します。 


Exit Discarding Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存しないで SETUP を終わらせ 
たい時に、この項目を選択します。 

、ノ欠に に ave before exiting?」 の磕認画面が表示され、ここで、 「No」 を選択すると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保存しないで SETUP を終了し、ブートへと進みます。 「Yes」 を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保存して SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 










194 システム巨 lOS のセットアップ （ SETUP ) 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を選択ずると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 SETUP のすベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューじ 
戻ります。 「 No 」 を選択すると Exit メニューに戻ります。 


• 出荷時の設定とデフオルト値び異なる場合びありまず。この項で説明し 
ている設定一覧を参照して使用する環境に合わせた設定に直す必要びあ 
りまず。 


Load Custom Defaults 

このメニューを選択してく Erite 「> 羊一を押すと、保をしているカスタムデフォルト値を□ー ド 
します。カスタムてフォルト値を保存してし^なし^場合は、表あされません。 


Save Custom Defaults 


このメニューを選択してく[が6「>车一を押すと、現在の設を値をカスタムデフォルト値として 
保存します。保存すると 「LoadCustom Defaults 」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保をする前に今回の変更を W 前の値に戻したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容が破棄されて、じ(前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存する時に、この項目を選択し 
ます 。 Saving Changes を選択すると、確認画面が表示されます。 

ここで、 「 Yes 」 を選ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
ます。 
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y セットとク y ア 


本装置が動作しなくなったときや BIOS で設をした内容を化荷時の設をに戻すときに参照して 
ください。 


IJ セツ 


0 S が起動する前に動作しなくなったときは、く Ct 「 l > キーと < AI わ羊一を押しながら、 < Delete > 
羊一を押してください。リセットを実行します。 


W "0 リセットは、本体の DIMM 内のメモリや処理中のデータをすべてクリアしてし 
まいまず。ハングアップしたとき m がでリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


OS からシャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどに使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に OFF になります。（電 
源を再び ON にするときは、電源 OFF から約10秒ほど待ってから電源を ON じしてください。） 


リモートパワーオン機能を使用している場台は、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方法で電源を OFF にしてください。 










196 リセットとクリア 


CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「 SETUP 」 では、本装置内部のデータを第三者か 
ら保護するために独自のパスワードを設をすることができます。 

万一、パスワードを忘れてしまったときなどは、ここで説明する方までパスワードをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合も同様の手順で行いま 
す。 


W -0 • CMOS メモリの内容をクリアずると BIOS セットアップユーティリティ 

量3 の設定内容びずべてデフォルトの設定に戻りまず。 

• その他のジャンパの設定は変更しないでください。装置の故障や誤動作 
の原因となりまず。 



パスワードの保持/クリア用ピン 
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次にクリアする方法を示します。 



警告 


A A 

A® 

咳蠻) 

€ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人び死こす 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを巧かずに取り扱わない 



A ミ主意 



爪/^ 

A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 指を挟まない 
参高温ま意 


wO 本体内部の部品は大変静電気に弱い電子部品です。本体の金属フレーム部分な 
置3 どに触れて身体の静電気を逃がしてか5取り扱ってください。内部の部品や部 
品の端子部分を素手で触5ないでください。静電気に関ずる説明は114ページ 
で詳しく説明しています。 


• CMOS のクリア 

1 . 11日ページを参照して準備をする。 

2. 11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

4. 3秒ほど待ってジャンパスイッチの設定を元に戻す。 

日.本体を元どおりに組み立てて P 日 WER スイッチを押す。 

目. P 日 ST 中に く F 2> キーを押して BI 日 S セットアッ フユーテ イリテイを起動して設定 
し直す。 
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• パスワードのクリア 

1 . 11日ページを参照して準備をする。 

2. 11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 

3. ジャンパスイッチの設定を「保持」から「クリア」に変更する。 

4. 本体を元どおりに組み立てて P 日 WER スイッチを押す。 

日. P 日 ST 中に く F 2> キーを押して BI 日 S セットアッ フユーテ イリテイを起動してパス 
ワード設定し直す。 

目.手順1、手順2を再度行ってレフトサイドカバーを取り外し、ジャンパスイッチ元 
に戻す。 

7. 本体を元どおりに組み立てる。 


割り込みライン 


割り a みラインは、化荷時に次のようじ割り当てられています。オプションを増設するときな 
どに参考じして<ださい。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

Sm Bus 

1 

— 

13 

数値演算プ□セ、ソサ 

2 

— 

14 

プライマリ DE 

3 

COM 2シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1シリアルポート 

16 

VGA 

己 

PCI 

17 

— 

6 

— 

18 

LAN 1 

7 

PCI 

19 

LAN 2 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

PCI 

22 

USB 

11 

マザーボー ドリ ソース 

23 

USB 
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RAID システムのコンフイグレーシヨン 

ここでは、本体装置のオンボードの RAID コント日ーラ （LSI Embedded MegaRAID) を使用し 
て、内蔵の八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する方法について説明します。 
オプションの RAID コント□-ラ （N 8103 -90/1 16/117/1 18) による RAID システムの使用方 
まについては、オプションに添付の説明書などを参照してください。 


RAID にごいて 


RAID の概要 

RAID (Redundant Array of Inexpensive Disks ) とは 

直訳すると低価格ディスクの冗長配列となり、八ードディスクドライブを複数まとめて扱う技 
術のことを意□ホします。 


つまり RAID とは複数の八ードディスクドライブを1つのディスクアレイ（ディスクグループ) 
として構成し、これらを効率よく運用することです。これにより単体の大容量八ードディスク 
ドライブより高いパフォーマンスを得ることができます。 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID) では、1つのディスクグループ 
を複数の論理ドライブ(バーチャルディスク)に分けて設をすることができます。これらのバー 
チャルディスクは、 RAID コント□ー ラからそれぞれ1つの八ードディスクドライブとして認識 
されます。 RAID コント□ーラからのアクセスは、ディスクグループを構成している複数の八一 
ドディスクドライブに対して並行して行われます。 

また、使用する RAID レベルによっては、ある八ードディスクドライブに障害が発生した場合 
でも残っているデータやパリティからリビルド機能によりデータを復旧させることができ、高 
い信頼性を提供することができます。 






200 RAID システムのコンフィグレーション 


RAID レベルについて 


RAID 機能を実現する記録方式じは、複数の種類(レベル)が存在します。その中でオンボードの 
RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) がサポートする RAID レベルは 、 「RAID 0」 
「 RAID 1」 「 RAID 10」です。ディスクグループを作成する上で必要となる八ードディスクドラ 
イブの数量は RAID レベルごとに異なりますので、下の表で確認して<ださい。 


RAID レベル 

必要な八ードディスクドライブ数 

最小 

最大 

RAID 0 

1 

8 

RAID 1 

2 

2 

RAID 10 

4 

8 




各 RAID のレベル 詳細は 、 「RAID レベル」 （202 ぺージ）を参照して くださし、。 


ディスクグループ (Disk Group) 

ディスクグループは複数の八ードディスクドライブをグループ化したちのを表します。設を巧 
能なディスクグループの数は、八ードディスクドライブの数と同じ数です。 

次の図はオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) に八ードディスクドラ 
イブを3台接続し、3台で1つのディスクグループ ( DG ) を作成した構成例です。 


RAID コント□ーラ 



A — ドデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


A — ドデイスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


八ードディスク 
ドライブ3 
(36 GB ) 
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バーチャルディスク (Virtual Disk) 

バーチャルディスクは作成したディスクグループ内に、論理ドライブとして設をしたものを表 
し、 0 S からは物理ドライブとして認識されます。設を可能なバーチャルディスクの数は、ディ 
スクグループ当たり最大16個、コント□ーラ当たり最大64個になります。 

次の図はオンボードの RAID コント□-ラ (LSI Embedded MegaRAID ) に八ードディスクドラ 
イブを3台接続し、3台で1つのディスクグループを作成し、ディスクグループに RAID 5 のバー 
チヤルディスク ( VD ) を2つ設をした構成例です。 

RAID コント□ーラ 


DG 0 容量108能 



^-> 

^- -- 


- 

^— _ ィ 


^ -> 

^- -- 



VD0-1 

20G 巨 

^-„_ ィ 


VD0-2 

20G 巨 

^-•一-^ 


VD0-3 

20G 巨 

_ ィ 

VD0 (RAIDS) 
容量 40G 巨 


VD1-1 

16GB 

^ 


VD1-2 

16GB 


VD1-3 

16GB 

VD1(RAID5) 
容量 32GB 


A — ドデイスク 
ドライブ1 
(36 GB ) 


八ードディスク 
ドライブ2 
(36 GB ) 


A — ドデイスク 
ドライブ3 
(36 GB ) 


パリテイ (Parity) 

冗長データのことです。複数台の八ードディスクドライブのデータから1セツトの冗長データ 
を生成します。 

生成された冗長データは、八ードディスクドライブが故障したときにデータの復旧のために使 
用されます。 


ホットスワップ 

システムの稼働中に八ードディスクドライブの脱着(交換)を手動で行うことができる機能を 
ホ、ソトスワップといいます。 


ホツトスペア (Hot Spare) 

ホ、ソトスペアとは、冗長性のある RAID レベルで構成された□ジカルドライブ配下の八ード 
ディスクドライブに障害が発生した場合に、代わりに使用できるように用意された予備の八一 
ドディスクドライブです。八ードディスクドライブの障害を横化すると、障害を橫化した 
八ードディスクドライブを切り離し(オフライン）、ホ、ソトスペアを使用してリビルドを実行し 
永4 〇 
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RAID レベル 

オンボードの RAID コント □ -ラ (LSI Embedded MegaRAID ) がサポートしている RAID レべ 
ルについて詳細な説明をします。 

オンボードの RAID コント日ーラ (LSI Embedded MegaRAID ) がサポートする RAID レベルは、 
「RAID 0 」 「RAID 1 」 「RAID 10」です。 


RAID レベルの特徴 

を RAID レベルの特徴は下表の通りです。 


レベル 

機能 

冗長性 

特長 

RAID 0 

ストライピング 

なし 

データ読み書きが最も高速 
容量が最大 

容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X 八ードディスクドライブ台数 

RAID 1 

ミラーリング 

あり 

八ードディスクドライブが2台必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

RAID 10 

RAID 1のストライピング 

あり 

八ードディスクドライブが4台]:>(上必要 
容量 = 八 ー ドディスクドライブ1台の容量 

X (八ードディスクドライブ台数- 2) 


「 RAIDO 」 について 


データをを八ードディスクドライブへ分散して記録します。この方式を「ストライピング」と 
呼びます。 


図ではストライプ1(八ードディスクドライブ1)、ストライプ2(八ードディスクドライブ2)、ス 
トライプ3(八ードディスクドライブ 3) •- •というようにデータが記録されます。すべての 
八ードディスクドライブに対して一括してアクセスできるため、最も優れたディスクアクセス 
性能を提供することができます。 


W "0 RAIDO はデータの冗長性びありません。 A - ドディスクドライブび故障ずる 
Bto とデータの復旧びできません。 


RAID コント□ーラ 



( - ^ 

^- ィ 


ぐ -^ 

^ - 


^-^ 

^ - 

八ード 


八ード 


八ード 

テイスク 


テイスク 


デイスク 

ドライブ1 


ドライブ2 


ドライブ3 


ストライプ1 


ストライプ2 


ストライプ3 

ストライプ4 


ストライプ己 


ストライプ6 
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FRAIDIJ について 


1つの八ードディスクドライブに対してもう1つの八ードディスクドライブへ同じデータを 
記録する方式です。この方式を「ミラーリング」と呼びます。 

1台の八ードディスクドライブじデータを記録するとき同時に別の八ードディスクドライブ 
に同じデータが記録されます。一方の八ードディスクドライブが故障したときに同じ内容が 
記録されているもう一方の八ードディスクドライブを代わりとして使用することができるた 
め、システムをダウンすることなく運用できます。 


RAID コント□-ラ 


^_ ィ 


__ ィ 

八ード 


八ード 

テイスク 


デイスク 

ドライブ1 


ドライブ2 


ストライプ1 


ストライプ1 



ストライプ2 


ストライプ2 


「 RAID 10 」について 

データを2つの八ードディスクドライブへ「ミラーリング」方式で分散し、さらにそれらのミ 
ラーを「ストライピング」方式で記録しますので、 RAID 0 の高いディスクアクセス性能と、 
RAID 1 の高信頼性を同時に実現することができます。 



八ード 
7 ■イスク 
ドライブ1 


八ード 
7 ■イスク 
ドライブ2 


八ード 
7■イスク 
ドライブ3 


八ード 
7 ■イスク 

ドライブ4 


ストライプ1 


ストライプ3 


ストライプ己 



ストライプ1 


ストライプ2 



ストライプ3 


ストライプ4 



ストライプ己 


ストライプ6 



▲ 


RAID 1 - 


ストライプ2 


ストライプ4 


ストライプ6 


A 


RAID 1 - 




ム 


RAID 0 
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オンポードの RAID コント□—ラのコンフイグレーシヨン 


本体装置のオンボードの RAID コント□-ラ tSI Embedded MegaRAID ) を使用して、内蔵の 
八ードディスクドライブを RAID システムとして使用する方まについて説明します。 


J \- ドディスクドライブの取り付け 

本体に構築したい RAID レベルの最ル必要台数じ(上の八 ー ドディスクドライブを取り付けてく 
ださい。取り付け手順については、「3.5インチ八ードディスクドライブ」 （121 ページ）を参 
照してください。 


W "0 取り付ける八ードディスクドライブは同じ回転速度のものを使用してくださ 
■to しまた、 RAID 1を構築する場 S ま、同じ容量の八ードディスクドライブを 
使用することをお勧めしまず。 


RAID システムの有効化 

取りがけた八ードディスクドライブは、単一の八ードディスクドライブか、 RAID システムの 
八ードディスクドライブのいずれかで使用することができます。 

RAID システムとして使用するためには、マザーボードの設をを変更してください。 




BTO で RAID 構成で出荷される場合は、 RAID システムが有効に設をされていま 
す。 



警告 



装置を安全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人び死こず 
る、または重傷を負うおそれびありまず。詳しくは、川ぺージ降の説明をご覧くださし、。 

自分で分解-修理-改造はしない 
リチウムバッテリを取り外さない 
プラグを差し込んだまま取り扱わない 












ハードウエア編 205 


A を意 


AA 

A A 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけび 
などを負うおそれや物的損害を負うおそれびあります。詳しくは、 iii ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 


Q 


指を挟まない 
高:曰:モ宜 

ラックび不ま定なが態でデバイスをラックか5引き出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


1. 11日ページを参照して取り外しの準備をする。 

2. 11目ページを参照してレフトヴイドカバーを取り外す。 


3. 固定ねじ （1 本）を外し、ダクト 


カバーを取り外す。 



4. ジャンノ くスイッチの位置を確認す 


る。 
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日.ジャンノくスイッチの設定を変更する。 



6. 取り外したダクトカバーを取り付け、ネジ （1 本）で固定する。 

7. 取り外したレフトヴイドカバーを取り付ける。 
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RAID システム管理ユーテイリテイの起動と終了 

オンボードの RAID コント□-ラ （LSI Embedded MegaRAID ) の管理ユー テイ リ テイは、 LSI 
Software RAID Configuration Utility です。 



このコンフイグレーシヨンユーテイリテイは本装置でサポートしている 
DianaScope のリモートコンソール機能では動作しません。 


ユーテイリテイの起動 

1. 本体装置の電源投入後、次に示す画面が表示された時に、く Esc > キーを押す。 

POST の画面が表示されます。 


NEC 


Press <ESC> to view diagnostic message 
Press <F2> to enter Setup, <F12> Network 


2. P 日 ST 画面で、(下の表示を確認したら、く Ctrl >+ く M > キーを押す。 


LSI SoftwareRAID BIOS Version xxxxxx 
LSI Logic MPT RAID Found at PCI Bus No:xx Bev No:xx 
Seaming for Port 00 Responding xxxxxxxx xxxxMB 
Standard FW xxx DRAM 二に 8 IVB ( SDRAM ) 

XX Logical drive ( s ) Configured 

Press < Ctrl >< M > to Run LSI Logic Software RAID Setup Utility 


ユーティリティが起動し、 W 下に示す TOP メニューを表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility Ver xxx 


— Management Menu 
Configure 
Initialize 
Objects 
Rebuild 

Check Consistency 


Configure Logical Drive(s) 


Use cursor keys to navigate between items and Press ENTER to select an option 


W 降の操作については、「メニューツリー」 （208 ページ）と「操作手順」 （209 ペー 
ジ）を参考に操作およびを種設ををしてください。 






















208 RAID システムのコンフィグレーション 


ユーティリティの終了 

ユーティリティの TOP メニューでく Esc > 羊一を押します。 
確認のメッセージが表示されたら 「 Yes 」 を選択してください。 


円 ease Press < Ctrl > < Alt > < Del > to REBOOT the system . 


上に示すメッセージが表示されたら、く Ct 「 l >+ く Alt >+ く Del > 羊一を押します。再起動します。 


メニユーツリー 

◊:選択•実行パラメータ•：設をパラメータ-:情報表示 
♦:バーチャルドライブ生成後設を（変更）可能 


メ ニユー 

説明 

◊Configure 

Configuration 設定を行う 

◊Easy Configuration 

Configuration の設定(固定值使用） 

◊New Conriguration 

Configuration の新規設定 

◊ View/Add Configuration 

Configuration の追加設定、表示 

◊Clear Configuration 

Configuration のクリア 

◊Select Boot Drive 

起動するバーチャルドライブを選択する 

◊Initialize 

バーチャルドライブ初期化 

◊Objects 

各種設定 

◊Adapter 

RAID コント□-ラ設定 

OSel . Adapter 

アダプタの選択 

•Rebuild Rate 

30 

•Chk Const Rate 

30 

•FGI Rate 

30 

•BGI Rate 

30 

•Disk WC 

Off 

•Read Ahead 

On 

•Bios State 

Enable 

•Cont on Error 

Yes 

•Fast hit 

Enable 

•Auto Rebuild 

On 

•Auto Resume 

Enable 

•Disk Coercion 

1 GB 

•Factory Default 

デフォルト値に設定 

◊Virtual Drive 

バーチャルドライブ操作 

◊Virtual Drives 

バーチャルドライブの選択(複数バーチャルドライブがを在） 

◊Initialize 

バーチャルドライブの初期化 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チェック 

◊ View/Update Parameters 

バーチャルドライブ情報表示 

- RAID 

RAID レベルの表示 

- SIZE 

バーチャルドライブの容量表示 

- Stripe SIZE 

ストライプサイズの表示 
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メニュー 

説明 

- #Stripes 

バーチャルドライブを構成している八ードディスクドライブ 
数を表示 

- State 

バーチャルドライブの状態表示 

- Spans 

スパンの設定状態表示 

- Disk WC 

ライトキャッシュの設定表示 

Off : Write Through On : Write Back 

- Read Ahead 

リードアへ、ソドの設定表示 

◊Physical Drive 

物理ドライブの操作 

◊Physical Drive Selection Menu 

物理ドライブの選択 

◊Make HotSpare 

オートリビルド用ホ、ソトスペアディスク(こ設定 

◊Force Online 

ディスクを強制的にオンラインにする 

◊Force Offline 

ディスクを強制的(こオフラインにする 

◊Drive Properties 

八ードディスクドライブ情報の表示 

- Device Type 

デバイス種類 

- Capacity 

容量 

- Product ID 

型番 

- Revision No . 

レビジョン 

◊Rebuild 

リビルド実行 

◊Check Consistency 

バーチャルドライブの冗長性チエック 


操作手順 

Configuration の新規作成/追加作成 



ユーテイリテイを起動する。 





























210 RAID システムのコンフィグレーション 


2. TOP メニユ ー（ Mana 呂 ement Menu) より、 「 Confi 呂 ure 」一 ►「New 

Configuration 」 を選択する。追加作成の場合は、 「 View/add Configuration 」 
を選択する。 


参 「New Configuration 」 で Confi 呂 uration を作成の場合、既存のコン 
フィ グレーシヨ ン情報びクリアされます。既存のコンフィ グレーシヨ ン 
情報に追加作成の場合は、 rview/add Confi 呂 uration 」 を選択してく 
ださい。 

• 「Easy Configuration 」 では RAID 1のスパンの作成、パ'—チヤルドライ 
ブ容量の設定びできません 。 「New Configuration 」 か 「 View/Add 
Configuration 」 で作成してください。 


3. 確認のメッセージ （ Proceed?) が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

SCAN DEV に E が開始され個面下にスキャンの情報が表示されます)、終了すると、 
「New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT# 



4. カーソルキーで パックしたい八 ー ドディスクドライブに カーソルを 合わせ、 スペー 
スキーを押す。 

八ードディスクドライブが選択されます（選択八ードディスクドライブの表示が 
「 READY 」 から 「0 NUN 」 になります)。 


New Configuration - ARRAY SELECTION MENU 
PORT 材 



日 . く FI 日 > キーを押して 、 Select Configurable Array(s) を設定する。 
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6. スペースキーを 押す。 

SPAN -1 が設をされます。 

Select Configurable Array(s) 

~ A-0 — 

SPAN-1 


7. く F 1 日>キーを押してノ くーチャルドライブの作成を行う。 

[Virtual Drives ConfigureJ 画面が表示されます。（下図は、八ードディスクドライ 
ブ2台、 RAID 1 を例にしています） 

- Virtual Drives Configured - 

LD RAID Size #Stripes StrpSz Status 

0 1 xxxMB 2 64KB ONLINE 


- Virtual DriveO - 

RAID =1 
Size = xxxxMB 
DWC = On 
RA = On 
Accept 
Span = NO 

8. 力ーソルキーで 「 RAID 」、「 Size 」、「 DWC 」、「 RA 」、 に pan 」 を選択し、 
く Enter> キーで確定させ、各種を設定する。 

(1)「 RAID 」 ： RAID レベルの設定:を行います。 


パラメータ 

備考 

0 

RAID0 

1 

RAID1 

10 

RAID 1のスパン 


パックを組んだ八ードディスクドライブの数によって選択可能な RAID レベル 
が変わります。 

に） 「 Size 」 ：バーチャルドライブのサイズを指をします。本装置のマザーボード上 
の RAID コント□ーラは最大8個のバーチャルドライブが作成できま 
す。 
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(3)「 DWC」 ： Disk Write Cache の設をを行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

ライトス ルー 

〇 。*1 

ライトノ \'ック 


* ^推奨設定 

本装置では性能を考慮し推奨設定を ron 」 としており 
まず。突然の電源断でキャッシュデータを消失ずる場合 
がありますのでごを意ください。なお 「 Off 」 へ変更し 
た場合は性能がおよそ50% j ：_ rF に低下しまず。 

(4) FRAJ : Read Ahead の設をを行います。 


パラメータ 

備考 

Off 

先読みを巧わない 

On 

先読みを行う 


(5) に。311」： Span 設をを行います。 


パラメータ 

備考 

SPAN=N0 

Span 設定を行わない 

SPAN=YES 

Span 設定を巧う 


SPAN 実行時は、パックを組む時に國の樹こ2組じ(上の同ーパックを作成しま 
す。 


RAID 1 の SPAN の場合 



9. すべての設定が完了したら、 「 Accept 」 を選択して、く Enter > キーを押す。 

パーチャルドライブが生成され、 「Virtual Drive Configured」 画面にパーチャルド 
ライブが表示されます。 

1日.パ'-チャルドライブを生成したら、く Esc > キーを押して画面を损ブ、に ave 
Configuration ?」 画面まで戻り、 「 Yes 」 を選択する。 

Configuration がセーブされます。 

11. Configuration のセーブ完了メッセージが表示されたら、く Esc > キーで TOP メ 
ニュー画面まで戻る。 

12. TOP メニュー画面より「日 bjects」-►「Virtual Drive 」-► [ View/Update 
Parameters 」 を選択してバーチャルドライブの情報を確認する。 

13. TOP メニュー画面より 「 Initialize 」 を選択する。 

14. rvi け ual Drives 」 の画面が表示されたら、イニシャライズを行うパ'-チャルドラ 
イブに カーソルを 合わせ、 スペースキーを押す。 

バーチャルドライブが選択されます。 
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1日.パ'-チヤルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押し口 nitialize を行う。 

実行確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択すると Initialize が実行されます。 

「Initialize Virtual Drive ProgressJ 画面のメータ表示が100%になったら 、 Initialize 
は完了です。 

16. Initialize を実施済みのパ'-チヤルドライブに巧して、整合性チェックを行う。 
詳細な実行方法は「整合性チェック」 （216 ページ）を参照して<ださい。 

17. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 

W -0 コンフイグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 
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マニュアルリビルド 



1 . A - ドディスクドライブを交換し、装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. T 日 P メニューより、 「 Rebuild 」 を選択する。 

[Rebuild -PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 」 画面が、表示されます。 

- Rebuild - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. 「 FAIL 」 になっている八ードディスクドライブにカーソルを合わせ、スペースキー 
で選択する。（複数の八ードディスクドライブを選択可能(同時リビルド)） 

八ードディスクドライブが選択されると、 " FAIL " の表示が点滅します。 

己. A - ドディスクドライブの選択が完了したら、く F 1日>キーを押してリビルドを実 
行する。 


PORT# 
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6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

リビルドがスタートします。 

「Rebuild Physical Drives in Progress 」 画面のメータ表示が10096になったらリビ 
ルド完了です。 

7. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーテイリテイを終了する。 


ホットスペアの設定 



1 . ホットスペア用の八ードディスクドライブを実装し、本体装置を起動する。 

2. ユーティリティを起動する。 

3. TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 を選択する。 

rObjectsts - PHYSICAL DRIVE SELECTION MENU 」 画面が表示されます。 

- Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU - 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


4. ホットスペアに設定する八ードディスクドライブに力ーソルを合わせて、く Enter > 
キーを押す。 

己 . 「Port # XJ の画面が表示されるので 、 「Make HotSpare 」 を選択する。 

6. 確認の画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

八ードディスクドライブの表示が、 「 H 0 TSP 」 に変更されます。 


PORT# 
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7. く Esc > キーで T 日 P メニューまで戻って、ユーティリテイを終了する。 


Objects - PHYSICAL DRIVES SELECTION MENU 


0 


2 

3 

4 

5 

6 


PORT# 



• ホ、ソトスペアの設定を取り消す(こは、 「Objects」 一 「PhysicalDrive」 

I チェック I 一 rPort#X」 一 「Force Offline」 を選択します。 

• ホ、ソトスペア用八ードディスクドライブが複数(同一容量)ある場合は、 
CH 番号/ ID 番号がルさい八ードディスクドライブか6順にリビルドが実 
施されます。 


整合性チ王ック 



1 . ユーティリティを起動する。 

2. TOP メニューより、に heck Consistency 」 を選択する。 

「Virtual Drives 」 の画面が表示されます。 

3. 整含性チェックを行ラバーチャルドライブにカーソルを含わせ、スペースキーを押 
す。 

バーチャルドライブが選択されます。 

4. バーチャルドライブを選択したら、く F 1 日>キーを押して、整合性チェックを行ラ。 
日.確認画面が表示されるので、 「 Yes 」 を選択する。 

整合性チェックが実行されます。 

[Check Consistency Progress 」 画面のメータ表示が10096じなったら、整合性 
チェックは完了です。 
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6. く Esc > キーで TOP メニューまで戻って、ユーティリティを終了する。 

W "0 コンフィグレーシヨンの作成を行った時は、必ず、整合性チェックを実行して 
ください。 


その他 

(1) Clear Configuration 

コンフィグレーション情報のクリアを行います。 TOP メニューより、 「 Configure 」 一 
「Clear Configuration 」 を選択します 。 「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID 〕 ン 
卜□ー ラ、八ードディスクドライブのコンフィグレーション情報がクリアされます。 
「Clear Configuration 」 を実行すると、 RAID コント□-ラのすべてのチヤネルのコンフィ 
グレーション情報がクリアされます。 

^ • RAID コント□-ラと八ードディスクドライブのコンフィグレーション 

情報が異なる場合、 （ RAID コント□-ラ不具合による交換時]:心卜 ) RAID 
コント□ーラのコンフィグレーション情報を選んだ場合、コンフィグ 
レーションが正常に行えません。その場合には 、 「Clear Configuration 」 

を実施して、再度コンフィグレーションを作成してください。 

• バーチヤルドライブ単位の削除は、このユーティリティではできませ 

ん 。 Universal RAID Utility を使用してください。 

(2) Force Online 

Fail 状態の八ードディスクドライブをオンラインにすることができます。 TOP メニューよ 
り、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 ーハードディスクドライブ選択一 「Force Online 」 

(3) Rebuild Rate 

Rebuild Rate を設定します。 

TOP メ ニューより、 「 Objects 」 一 「 Adapter 」 一 rsel . Adapter 」 一 「Rebuild Rate 」 を選択。 
0%〜100%の範囲で設定巧能。デフォルト值馈定推奨値)30%。 

(4) 八ードディスクドライブ情報 

八ードディスクドライブの情報を磕認できます。 

TOP メニューより、 「 Objects 」 一 「Physical Drive 」 ーハードディスクドライブ選択一 
「Drive Properties 」 を選択。 
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LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility 

オペレーティングシステム起動後 、 LSI EmbeddedMegaRAID のコンフィグレーシヨン、お 
よび、管理、監視を行うユーティリティとして Universal RAID Utility があります。 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用する上で留意すべき 
点じついて説明します。 


用語 

LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility は、使用する用語に差分が 
あります 。 LSI Software RAID Configuration Utility と Universal RAID Utility を併用するとき 
は、 W 下の表を元に用語を読み替えて<ださい。 


LSI Software RAID Configuration Utility 
の使用用語 

Universal RAID Utility の使用用語 

RAID ビューァ 

「 aidcmd コマンド 

Adapter 

RAID コント□ーラ 

RAID Controller 

Virtual Drive 

論理ドライブ 

Virtual Drive 

Array 

ディスクアレイ 

Disk Array 

Physical Drive 

物理デバイス 

Physical Device 


番号との 

ディスクアレイのをコンポーネントを管理するための番号は 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility と Universal RAID Utility では表示方まが異なります。 

W 下の説明を元に識別して<ださい。 


Adapter と RAID コント□—ラ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、 Adapter を 0 から始まる番号で管理します。 
Adapter の番号を参照するには、 [ Objects ] メニューのに el . Adapter ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、 RAID コント日ーラを1から始まる番号で管理します 。 Universal 
RAID Utility で RAID コント□-ラの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、 RAID コント □- 
ラのプ□パティの[番哥を、 「 aidcmd 〕 マンドでは、 RAID コント日ーラのプ□パティの [RAID 
Controller # X ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID 
Configuration Utility のメニューで管理する Adapter 番号も RAID コント日ーラのプ□パティの 
[ ID ] で参照できます。 

Virtual Drive と論理ドライブ 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Virtual Drive を 0 から始まる番号で管理します。 
Virtual Drive の番号を参照するには、 [ Objects ] メニューの [Virtual Drives ] で参照できます。 
Universal RAID Utility は、論理ドライブを1から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility で論理ドライブの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パティ 
の播哥を、 「 aidcmd コマンドでは、論理ドライブのプ□パティの [RAIDController #X Virtual 
Drive # Y ] を参照します。また 、 Universal RAID Utility では 、 LSI Software RAID Configuration 
Utility の管理する論理ドライブ番号も論理ドライブのプ□パティの [ ID ] で参照できます。 
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ディスクアレイ 

LSI Software RAID Configuration Utility は、ディスクアレイを 0 から始まる番号で管理しま 
す。ディスクアレイの番号は、 [Objects] メニューの [Physical Drive] の [Objects - PHYS に AL 
DRIVE SELECTION MENU] の [Axx] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、ディスクアレイを 1 から始まる番号で管理します 。 Universal RAID 
Utility でディスクアレイの番号を参照するには、 RAID ビューアでは、論理ドライブのプ□パ 
ティの [ ディスクアレイ ] を、 「 aidcmd コマンドでは、ディスクアレイのプ □ パティの [RAID 
Controller #X Disk Array #Y] を参照します。 

Physical Drive と物理デバイス 

LSI Software RAID Configuration Utility は 、 Physical Drive を Po け番号で管理します。 
Physical Drive の Port 番号は [Objects] メニューの [Physical Drive] で [Objects - PHYSICAL 
DRIVE SELECTION MENU] の [Port #] で参照できます。 

Universal RAID Utility は、物理デバイスを 1 から始まる番号と ID で管理します。番号は接続し 
ている物理デバイスを [ID] の値を元に昇順に並べ、値のルさいものから順番に 1 から始まる値 
を割り当てたものです。 ID は 、 LSI Software RAID Configuration Utility で表示する Port 番号 
と同じ値です。 

Universal RAID Utility で物理デバイスの番号と ID を参照するには、 RAID ビューアでは、物理 
デバイスのプ □ パティの [ 番号 ] と [ID] を、 「 aidcmd コマンドでは、物理デバイスのプ□パティ 
の [RAID Controller #X Physical Device #Y] と [ID] を参照します。 
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優先度の設定 

LSI Software RAID Configuration Utility では、 RAID コント日ーラのリビルド優先度、整合性 
チェック優先度の設を項目を数値で表示 / 設ちしますが、 Universal RAID Utility は、高 / 中/低 
の 3 つのレベルにまるめて表示 / 設ちします。それぞれの項目ごとの数値とレベルの対応につ 
いては、 W 下の表を参照してください。 

たとえば、 LSI Software RAID Configuration Utility で RAID コント□—ラの [Rebuild Rate] 
を "10" に設をしたとき、 Universal RAID Utility は、その RAID コント□-ラの[リビルド優 
先卸を " 中"という値で表示します （RAID コント□-ラの[リビルド優先度 ] は 、" 10" で 
動作します)。 

Universal RAID Utility で、 RAID コント日ーラの [ リビルド優先度]を "High" に設定:したと 
き、 [ リビルド優先度 ] は、 "20" で動作します。 LSI Software RAID Configuration Utility で 
その RAID コント□-ラの [Rebuild Rate] を参照すると、 "20" と表示します。 


LSI Software RAID Configuration Utility での設定値と Universal RAID Utility の表示レベル 


項目 

LSI Software RAID 
Configuration Utility 
の設定値 

Universal RAID Utility 
表示レベル 

リビルド優先度 

1 己 〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8-14 

中 (Middle) 

の Rebuild Rate 

0-7 

做 Low) 

整合性チ : L 、 ソク優先度 

1 己 〜100 

高 (High) 

LSI Software RAID Configuration Utility 

8-14 

中 (Middle) 

の Chk Const Rate 

0-7 

做 Low) 


Universal RAID Utility でレベル変更時に設定ずる値 


項目 

Universal RAID Utility 
選択レベル 

設定値 

リビルド優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Rebuild Rate 

做 Low) 

己 

整合性チ : L 、 ソク優先度 

高 (High) 

20 

LSI Software RAID Configuration Utility 

中 (Middle) 

10 

の Chk Const Rate 

低 (Low) 

己 




• LSI Software RAID Configuration U 川 ity では 、 FGI (フォアグラウンドイニ 
シャライズ )、 BGI Rate (バックグラウンドイニシャライズの優先度)も設 
をできますが 、 Universal RAID U 川 ity ではバックグラウンドイニシャラ 
イズの優先度は設をできません。 

• Universal RAID Utility は、初期化優先度も設定:できますが 、 「LSI 
Embedded MegaRAIDj にがして、初期化優先度を設をできません。そ 
のため、 RAID ビユーアのプロパティの [オプション] タブに[初期化優先 
厨の項目は表示しません。また、 raidcmd コマンドで初期化優先度を設 
走:すると失敗します。 























